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第
二
部　

研
究
成
果
の
概
要　
―
自
然
災
害
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
論
考
編
―

　

神
社
・
信
仰
・
生
活
と
自
然
災
害
伝
承

　
　
―
「
延
喜
式
内
社
（
太
平
洋
・
瀬
戸
内
海
岸
）
自
然
災
害
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
概
要
と
分
析
―

塩　

川　

哲　

朗　

は
じ
め
に
―
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
目
的
と
意
図
―

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
延
喜
式
内
社
（
太
平
洋
・
瀬
戸
内
海
岸
）
自
然
災
害
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
太
平
洋
・
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
諸
国
に
所
在
す
る
延
喜
式
内
社
（『
延
喜
式
』
巻
八
・
九
所
載
の
神
祇
）
の
う
ち
、
自
然
災
害
に
関
係
す
る
伝
承
を
持
つ
神
社
を
抜
き

出
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
内
社
を
中
心
と
し
た
神
社
と
自
然
災
害
伝
承
の
宗
教
史
的
研
究（

１
）』

の
附
属
品
「
神
社
関
係
自

然
災
害
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
抄
）」（
作
成
者
：
藤
本
頼
生
・
髙
野
裕
基
・
半
田
竜
介
・
武
田
幸
也
）
の
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
延
喜
式
内
社

に
対
象
を
限
定
、
四
国
・
九
州
及
び
瀬
戸
内
海
岸
の
諸
国
に
範
囲
を
広
げ
、『
式
内
社
調
査
報
告
』
な
ど
か
ら
自
然
災
害
に
関
係
す
る
由

緒
・
記
録
・
伝
承
の
残
る
社
を
抜
き
出
し
て
整
理
し
た
。
該
当
す
る
国
・
地
域
で
も
、
自
然
災
害
に
関
係
す
る
所
伝
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
記
載
を
省
い
て
い
る
。
陸
奥
国
～
伊
勢
国
、
土
佐
国
～
壱
岐
島
は
塩
川
哲
朗
が
担
当
し
、
和
泉
国
～
伊
予
国
は
入
倉
滉
太
が
主

に
担
当
し
た
。
神
社
ご
と
の
記
載
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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・
神
社
名
（『
延
喜
式
』
巻
八
・
九
に
お
け
る
神
社
名
）

　

・
御
祭
神
（
比
定
社
の
現
在
の
御
祭
神
）

　

・
鎮
座
地
（
比
定
社
の
現
在
地
）

　

・
旧
鎮
座
郡
（『
延
喜
式
』
巻
八
・
九
に
お
け
る
鎮
座
郡
）

　

・
社
格
（『
延
喜
式
』
巻
八
・
九
に
お
け
る
社
格
及
び
明
治
以
降
の
社
格
）

　

・
祭
祀
（
比
定
社
に
お
け
る
現
在
の
例
祭
・
大
祭
）

　

・
由
緒
（
鎮
座
の
経
緯
、
神
社
史
の
沿
革
、
神
社
に
関
係
す
る
自
然
災
害
の
記
録
・
伝
承
な
ど
）

　

・
災
害
（
上
記
項
目
「
由
緒
」
に
見
え
た
自
然
災
害
の
種
類
及
び
概
要
と
そ
の
年
代
）

　

・
備
考
（「
東
日
本
大
震
災
」
に
お
け
る
被
災
状
況
及
び
そ
の
他
自
然
災
害
に
関
す
る
特
記
事
項
）

　

・
参
考
文
献
（『
式
内
社
調
査
報
告
』
な
ど
の
参
照
文
献
・
記
事
等
）

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
目
的
は
、
前
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
同
じ
く
、
地
域
の
人
々
が
い
か
に
自
然
災
害
と
向
き
合
い
共
存
し
て
き
た
か
を

神
社
信
仰
と
自
然
災
害
の
記
憶
・
伝
承
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
、
今
後
も
全
国
各
地
で
起
き
る
で
あ
ろ
う
自
然
災
害
に
対
し
、
対
応
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
準
備
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
海
・
南
海
沖
地
震
を
念
頭
に
置
き
、
太
平
洋
・
瀬
戸
内
海
岸
を

優
先
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
神
社
の
由
緒
は
前
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
大
幅
に
充
実
さ
せ
、
古
代
か
ら
の
神
社
の
沿
革
、
六
国

史
な
ど
の
記
載
を
ま
と
め
、
式
内
社
の
神
社
史
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
古
代
か
ら
の
自
然
災
害
伝
承
・
記
録
に
注
視
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
式
内
社
研
究
・
神
社
史
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
点
も
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
特
徴
で
あ
り
、
各
地
域
の
神
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社
信
仰
の
様
相
を
知
る
上
で
も
適
切
な
成
果
品
で
あ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
基
本
構
想
は
前
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
付
属
し
た
研
究
成
果
報
告
集（

２
）を

参
照
願
い
た
い
が
、
延
喜
式
内
社
に
対
象
を

絞
っ
て
い
る
こ
と
と
、
自
然
災
害
の
「
伝
承
」
に
注
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
延
喜
式
内
社
は

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
成
立
し
た
古
代
法
典
（
令
の
施
行
細
則
）
で
あ
る
が
、
巻
八
・

九
（
神
名
帳
）
に
記
載
さ
れ
た
神
祇
（
三
一
三
二
座
、
二
八
六
一
社
）
は
平
安
時
代
中
期
に
朝
廷
で
把
握
さ
れ
た
各
地
の
神
社
で
祀
ら
れ

る
神
々
で
あ
り
、
毎
年
二
月
の
祈
年
祭
で
幣
帛
の
頒
布
に
預
か
る
。
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
た
時
期
は
各
神
社
に
よ
り
異
な
る
が
、
八
世
紀

初
頭
に
ま
で
遡
る
神
社
も
少
な
く
な
い
。
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
な
い
古
代
の
有
力
神
も
い
く
つ
か
は
あ
る
も
の
の
、
平
安
時
代
前
期
ま
で

の
全
国
の
有
力
神
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
古
神
社
が
自
然
災
害
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か

を
ま
と
め
る
こ
と
は
、
各
地
域
に
お
け
る
自
然
災
害
を
古
代
か
ら
定
点
で
観
測
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
延
喜
式
内
社
は
古
代
の

有
力
神
社
で
あ
っ
て
朝
廷
・
国
司
の
関
与
が
強
く
、
鎮
座
地
の
住
民
と
共
に
広
範
な
地
域
の
人
々
や
有
力
者
か
ら
高
く
崇
敬
さ
れ
て
い
た

社
が
多
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
各
地
域
が
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
際
に
、
当
該
地
域
の
人
々
や
国
家
・
権
力
者
な
ど
が
ど
う

対
応
し
た
の
か
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
が
延
喜
式
内
社
に
ま
つ
わ
っ
て
多
く
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
延
喜
式
内
社
は
特

に
近
世
以
後
、
そ
の
再
評
価
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
記
録
・
伝
承
の
残
存
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
、
延
喜

式
内
社
に
ま
つ
わ
る
自
然
災
害
の
記
録
・
伝
承
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
各
地
域
に
お
け
る
自
然
災
害
と
人
々
と
の
関
り
を
解
き
明
か
す
う

え
で
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
整
理
し
た
自
然
災
害
の
記
録
・
伝
承
に
は
六
国
史
な
ど
の
国
家
・
公
的
な
歴
史
史
料
に
記
録
さ
れ
た
も
の
も
少

な
く
な
い
が
、
多
く
は
近
世
以
降
の
編
纂
物
に
引
載
さ
れ
た
社
伝
・
伝
承
で
あ
り
、
当
該
地
域
や
神
社
に
関
す
る
人
々
の
記
憶
や
印
象
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に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
世
以
降
の
人
々
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
記
録
者
や
伝
承
者
の
状
況
が
反
映

さ
れ
、
後
代
の
手
に
よ
る
改
変
・
創
作
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
伝
承
が
改
変
・
創
作
さ
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も
歴
史
的

事
実
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
伝
承
が
人
々
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
特
に
地
域
の
鎮
守
や
氏
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
る
神
社
の
由
緒
に
は
、
崇
敬
者
や
地
域
の
人
々
に
よ
り
大
事
に
さ
れ
て
き
た
伝
え
・
記
憶
が
含
ま
れ
て
い
る
。
神
社
に
ま
つ
わ

る
自
然
災
害
の
伝
承
を
考
え
る
こ
と
は
、
崇
敬
者
や
地
域
の
人
々
に
お
け
る
災
害
の
記
憶
や
印
象
を
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
神
社

に
ま
つ
わ
る
自
然
災
害
伝
承
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
事
実
と
は
即
断
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
々
が
ど

の
よ
う
に
自
然
災
害
と
神
社
を
認
識
し
て
き
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
神
社
の
由
緒
を
調
査
・
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
皇
學
館
大
学
と
國
學
院
大
學
を
拠
点
に
し
て
全
国
の
延
喜
式
内
社
を
専

門
の
研
究
者
達
が
調
査
・
整
理
し
た
『
式
内
社
調
査
報
告
』
の
成
果
を
主
に
活
用
し
、
他
の
事
典
類
な
ど
で
補
足
し
て
い
る
。『
式
内
社

調
査
報
告
』
は
延
喜
式
内
社
を
集
成
し
た
研
究
と
し
て
は
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
出
版
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
式
内
社
の
比
定
や
沿
革
を
主
体
と
し
、
自
然
災
害
に
注
視
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
災
害
伝
承
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
、
な
ど
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
災
害
の
記
録
は
全
国
に
均
等
で
残
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
朝
廷
の
関
心
が
高
い
神

社
や
極
め
て
大
き
な
自
然
現
象
・
被
災
の
事
例
に
集
中
し
や
す
い
傾
向
が
高
く
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
自
然
災
害
伝
承
・
記
録
の
収
集

で
多
く
遺
漏
が
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
関
す
る
伝
承
・
記
録
で
あ
っ
て
も
、
神
社
そ
の
も
の
に
関
係
し
て
い
る

か
不
明
な
事
例
も
い
く
つ
か
存
在
し
、
予
断
や
推
論
で
災
害
と
神
社
を
結
び
付
け
た
事
例
や
、
立
地
な
ど
の
印
象
で
自
然
災
害
の
存
在

を
推
定
し
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
未
調
査
の
諸
国
（
日
本
海
岸
・
内
陸
）
の
事
例
を
含
め
、
さ
ら
な
る
自
然
災
害
伝
承
・
記
録
の
収

集
・
整
理
と
そ
の
精
度
の
向
上
を
期
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。
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一　

各
国
別
の
サ
マ
リ
ー
・
特
徴

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
整
理
し
た
情
報
に
基
づ
き
、
式
内
社
に
関
係
す
る
自
然
災
害
伝
承
が
確
認
さ
れ
た
国
別
の
概
要

と
分
析
を
紹
介
す
る
。

陸
奥
国

　

式
内
社
数
は
一
〇
〇
社
、
そ
の
う
ち
自
然
災
害
に
関
す
る
伝
承
（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
な
ど
も
含
む
）
を
有
す
る
神
社
は
三
一
社

（
三
一
％
）。
ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
情
報
を
整
理
し
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
遭
っ
た
神
社
は
二
〇
社
存
在
し
、
陸
奥
国
全
体
で
二
割
の
式
内
社
が
な
ん
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
た
神
社
が
四
社
存
在
す
る
。
芻
野
神
社
（
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
）、
拝
幣
志
神
社
（
宮
城
県
石
巻
市

八
幡
町
）、
葉
山
神
社
（
石
神
社
〈
石
巻
市
雄
勝
町
〉
の
里
宮
）、
御
刀
神
社
（
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
）
で
あ
る
。
こ
の
四
社
に
共

通
し
て
い
る
の
は
海
辺
か
ら
す
ぐ
近
く
に
鎮
座
し
、
津
波
の
被
害
を
直
接
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
海
岸
か
ら
約
一
〇
〇
ｍ
に
鎮
座

し
て
い
た
芻
野
神
社
は
、
津
波
に
よ
り
社
殿
を
は
じ
め
周
囲
す
べ
て
を
流
失
し
、
宮
司
・
禰
宜
と
家
族
の
計
四
名
が
犠
牲
に
な
る
と
い

う
痛
ま
し
い
被
害
を
受
け
た
。
拝
幣
志
神
社
（
海
岸
か
ら
約
二
㎞
）
も
津
波
の
直
撃
を
受
け
て
大
き
く
そ
の
様
相
を
変
え
て
お
り
、
御

刀
神
社
（
海
岸
か
ら
約
二
㎞
）
は
社
殿
な
ど
全
壊
・
流
失
し
て
氏
子
が
多
数
亡
く
な
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
葉
山
神
社
も
海
岸
か

ら
約
一
㎞
に
鎮
座
し
、
津
波
に
よ
り
全
壊
し
た
が
、
葉
山
神
社
は
石
峰
山
（
標
高
三
五
二
ｍ
）
の
山
頂
に
鎮
座
す
る
式
内
社
・
石
神
社
の

遥
拝
所
（
里
宮
）
で
あ
り
、
山
頂
の
本
宮
に
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

葉
山
神
社
の
本
宮
・
石
神
社
の
よ
う
に
、
高
地
に
鎮
座
し
て
い
た
た
め
津
波
被
害
が
な
か
っ
た
神
社
が
七
社
、
津
波
が
境
内
に
ま
で
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押
し
寄
せ
た
が
助
か
っ
た
神
社
が
一
社
存
在
す
る
。
鼻
節
神
社
（
宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
）
は
海
岸
か
ら
約
一
〇
〇
ｍ
に
鎮
座
し
、

津
波
浸
水
域（

３
）付

近
に
鎮
座
す
る
が
、
浸
水
域
よ
り
階
段
を
登
っ
た
高
地
に
鎮
座
す
る
た
め
被
災
は
特
に
無
か
っ
た
。
零
羊
崎
神
社
（
石
巻

市
湊
、
海
岸
か
ら
約
三
㎞
）
は
周
囲
を
津
波
浸
水
域
に
囲
ま
れ
る
が
山
上
に
鎮
座
す
る
た
め
被
災
は
無
く
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
。
香

取
伊
豆
乃
御
子
神
社
（
石
巻
市
荻
浜
）
は
高
台
に
あ
り
津
波
の
被
害
を
免
れ
た
が
、
麓
の
集
落
は
津
波
に
よ
り
一
部
を
消
失
し
て
い
る
。

鳥
屋
神
社（

４
）・

鹿
嶋
御
児
神
社
（
石
巻
市
日
和
が
丘
）
は
石
巻
湾
岸
に
鎮
座
す
る
が
、
両
社
の
鎮
座
す
る
一
帯
は
高
台
と
な
っ
て
お
り
、
津

波
の
浸
水
を
免
れ
た
。
御
崎
神
社
（
本
吉
郡
唐
桑
町
、
計
仙
麻
大
嶋
神
社
の
論
社
）、
小
鋭
神
社
（
石
巻
市
福
地
）
も
周
囲
や
付
近
が
津

波
浸
水
域
で
あ
り
な
が
ら
神
社
は
高
所
に
位
置
し
、
津
波
の
被
害
は
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
伊
去
波
夜
和
気
命
神
社
（
石
巻
市
大
宮

町
）
の
周
囲
は
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
平
地
よ
り
や
や
高
所
の
境
内
に
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た
が
、
約
一
〇
〇
人
の
氏
子
が
拝

殿
に
逃
げ
て
間
一
髪
助
か
っ
て
い
る
（
社
務
所
一
階
は
壊
滅
）。
津
波
に
な
っ
た
ら
神
社
に
逃
げ
ろ
と
の
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る（
５
）。

　

以
上
の
式
内
社
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
を
鑑
み
る
と
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
海
岸
近
く
の
低
地
に
鎮
座
し
て
い
た
神

社
は
式
内
社
で
あ
っ
て
も
社
地
・
社
殿
流
失
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
海
岸
付
近
に
鎮
座
す
る
神
社
で
も
高
地
に
位
置
す
る
神

社
は
被
災
を
き
れ
い
に
免
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
石
神
社
の
里
宮
で
あ
る
葉
山
神
社
は
純
然
た
る
式
内
社
で
は
な
い
た
め
除
く
と
、

式
内
社
で
津
波
の
直
撃
を
受
け
た
の
は
三
社
で
あ
り
、
陸
奥
国
全
体
の
三
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
拝
幣
志
神
社
は
寛
文
年
間
（
一
六
六

一
～
一
六
七
三
）
に
箱
崎
山
の
山
上
か
ら
麓
に
遷
座
し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
近
世
に
人
里
近
く
に
遷
座
し
た
こ
と
に
よ
り
被
災
を
受

け
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
芻
野
神
社
に
は
鎮
座
後
に
島
の
海
没
の
た
め
遷
座
し
た
と
す
る
伝
え
が
あ
り
、
近
世
以
後
の

伝
承
で
は
あ
る
も
の
の
、
海
浜
の
環
境
変
化
と
神
社
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
過
去
に
海
浜
の
自
然
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災
害
に
被
災
し
た
記
憶
が
神
社
伝
承
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

津
波
浸
水
域
付
近
鎮
座
で
甚
大
な
被
災
を
免
れ
た
神
社
が
八
社
存
在
す
る
こ
と
は
、
古
社
（
式
内
社
）
で
は
神
社
を
平
地
よ
り
高
地

に
鎮
座
す
る
傾
向
が
高
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
津
波
の
被
害
を
免
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
の
被
災
を
受

け
て
高
地
に
鎮
座
し
た
と
も
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
平
安
時
代
以
前
鎮
座
の
古
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
最
初

か
ら
安
全
な
良
い
土
地
を
選
ん
で
神
の
坐
す
社
を
創
建
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
神
社
の
由
緒
の
中
で
社
地
を
移
動
し
た
伝
承
が
あ
る
社
が
一
二
社
（
志
波
彦
神
社
〈
宮
城
県
塩
釜
市
一
森
山
〉、
鼻
節
神
社
、

芻
野
神
社
、
伊
去
波
夜
和
気
命
神
社
、
拝
幣
志
神
社
、
小
鋭
神
社
、
冠
嶺
神
社
〈
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
〉、
鹿
嶋
御
子
神
社
〈
南
相

馬
市
鹿
島
区
〉、
益
多
嶺
神
社
〈
南
相
馬
市
小
高
区
〉、
多
珂
神
社
〈
南
相
馬
市
原
町
区
〉、
志
波
姫
神
社（

６
）、

伊
佐
須
美
神
社
〈
大
沼
郡
会

津
美
里
町
〉）
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
自
然
災
害
を
受
け
て
遷
座
し
た
伝
承
を
持
つ
の
が
鼻
節
神
社
、
芻
野
神
社
、
多
珂
神
社
で
あ
る
。

芻
野
神
社
は
右
で
触
れ
た
通
り
で
あ
り
、
多
珂
神
社
は
仲
哀
天
皇
七
年
に
暴
風
雨
の
た
め
社
殿
が
大
破
、
山
か
ら
川
辺
の
麓
に
遷
座
し
た

と
い
う
。
神
社
の
創
建
伝
承
に
自
然
災
害
が
関
わ
っ
て
い
る
一
事
例
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
と
は
み
な
せ
な
い
が
、
神
社
を
崇
敬
す
る

人
々
の
間
で
暴
風
雨
と
い
う
自
然
災
害
へ
の
経
験
が
存
在
し
、
そ
れ
が
神
社
創
建
伝
承
に
具
現
化
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
鼻
節
神
社
は

太
平
洋
に
突
き
出
る
七
ヶ
浜
半
島
の
東
端
、
垂
水
山
に
鎮
座
す
る
が
、
社
殿
が
潮
風
に
よ
っ
て
度
々
破
損
し
た
た
め
に
宝
亀
元
年
（
七
七

〇
）
現
社
地
の
垂
水
山
に
遷
座
し
た
と
す
る
社
伝
を
持
つ
。
海
浜
の
自
然
環
境
を
考
慮
し
て
鎮
座
地
を
変
更
し
た
事
例
で
あ
る
。
旧
社
地

で
あ
る
吼
坊
ヶ
崎
（
保
ヶ
崎
）
に
は
花
淵
灯
台
が
立
ち
、
そ
の
隣
に
は
祠
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
鼻
節
神
社
の
摂
社
と
さ
れ
る
大
根
神
社

は
貞
観
大
地
震
（
貞
観
十
一
年
〈
八
六
九
〉
五
月
）
に
よ
り
海
中
に
沈
没
し
た
と
の
伝
え
が
あ
る
。
大
根
神
社
の
旧
社
地
で
あ
る
大
根
岩

礁
は
七
ヶ
浜
半
島
と
対
岸
の
宮
戸
島
の
間
に
あ
る
が
、
嵐
に
遭
っ
た
船
が
大
根
明
神
に
祈
る
と
無
事
に
浜
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
（
多
数
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の
鮑
が
船
底
に
着
い
て
、
底
が
破
れ
る
の
を
防
い
だ
）
と
す
る
伝
説
も
あ
り
、
旧
暦
六
月
一
日
に
斎
行
さ
れ
る
大
根
明
神
祭
で
は
、
海
底

の
大
根
神
社
付
近
か
ら
鮑
を
採
り
、
一
番
大
き
い
も
の
を
大
根
明
神
と
鼻
節
神
社
に
供
え
て
海
上
の
安
全
と
大
漁
を
祈
っ
て
い
る
。
自
然

環
境
の
大
き
な
変
化
に
よ
り
社
殿
が
消
滅
し
て
も
、
神
社
と
そ
の
旧
鎮
座
地
に
対
す
る
崇
敬
は
変
わ
ら
ず
存
在
し
、
現
行
の
祭
礼
に
表
現

さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
神
社
信
仰
と
祭
祀
が
生
業
・
生
活
と
密
接
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
人
々
と
神
社
の
記

憶
・
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

他
の
自
然
災
害
は
、
干
害
（
旱
魃
に
よ
る
祈
雨
：
鹿
嶋
天
足
別
神
社
〈
宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
〉・
冠
嶺
神
社
・
志
波
姫
神
社
）、
昭

和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
ア
イ
オ
ン
台
風
（
石
神
山
精
神
社
〈
黒
川
郡
大
和
町
〉・
飯
豊
神
社
〈
加
美
郡
加
美
町
〉）、
承
和
四
年
（
八

三
七
）
噴
火
・
地
震
（
温
泉
湧
出
・
カ
ル
デ
ラ
湖
形
成
：
温
泉
神
社
・
温
泉
石
神
社
〈
大
崎
市
鳴
子
温
泉
〉）、
洪
水
（
住
吉
神
社
〈
福

島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
住
吉
〉・
冠
嶺
神
社
）、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
地
震
（
伊
去
波
夜
和
気
命
神
社
）、
暴
風
・
豪
雨
（
文
政
三

年
〈
一
八
二
〇
〉：
鹿
嶋
御
子
神
社
、
天
文
九
年
〈
一
五
四
〇
〉：
伊
佐
須
美
神
社
、
享
保
八
年
〈
一
七
二
三
〉：
理
訓
許
段
神
社
・
登
奈

孝
志
神
社
・
衣
太
手
神
社
〈
岩
手
県
陸
前
高
田
市
〉）、
落
雷
（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉：
益
多
嶺
神
社
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

常
陸
国

　

式
内
社
は
二
七
社
、
自
然
災
害
伝
承
を
持
つ
社
は
五
社
（
国
全
体
の
約
一
八
・
五
％
）。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
を
受
け
た
神
社
が

四
社
（
鹿
島
神
宮
〈
茨
城
県
鹿
嶋
市
〉、
大
洗
磯
前
薬
師
菩
薩
明
神
社
〈
東
茨
城
郡
大
洗
町
〉、
酒
烈
磯
前
薬
師
菩
薩
神
社
〈
ひ
た
ち
な

か
市
磯
崎
町
〉、
佐
波
波
地
祇
社
〈
北
茨
城
市
大
津
町
〉）
あ
り
、
鹿
島
神
宮
を
除
く
三
社
は
海
岸
か
ら
約
五
〇
〇
ｍ
以
内
に
鎮
座
す
る
。

他
の
自
然
災
害
と
し
て
は
暴
風
（
鹿
島
神
宮
の
神
宮
寺
）、
干
害
（
稲
村
神
社（

７
）

）
が
挙
げ
ら
れ
、
稲
村
神
社
は
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
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四
月
庚
寅
（
七
日
）
に
旱
の
時
の
祈
り
に
は
必
ず
感
応
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
官
社
に
列
し
て
い
る
（『
続
日
本
後
紀
』）。
農
耕
・
生
活

を
阻
害
す
る
自
然
災
害
の
克
服
が
神
社
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
事
例
と
言
え
る
。
鹿
島
神
宮
の
神
宮
寺
は
建
久
二
年
（
一
一

九
一
）
二
月
の
大
風
で
倒
壊
し
、
鹿
島
町
鉢
形
の
神
宮
寺
沢
か
ら
鹿
島
神
宮
境
内
の
御
手
洗
川
の
辺
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代

後
期
～
鎌
倉
時
代
に
は
、
五
世
紀
頃
か
ら
形
成
・
維
持
さ
れ
て
き
た
鹿
島
神
宮
の
祭
祀
集
団
の
墓
域
が
終
焉
を
迎
え
る
時
期
で
あ
り（

８
）、

神
宮
寺
の
境
内
へ
の
移
設
も
神
宮
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
鹿
島
神
宮
寺
は
近
世
に
も
時
代
変
化
に
伴
い

境
外
に
移
転
、
近
世
後
期
に
焼
失
・
廃
絶
す
る
。

安
房
国

　

式
内
社
は
六
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
社
（
国
全
体
の
約
三
三
％
）。
そ
の
う
ち
高
家
神
社
（
千
葉
県
南
房
総
市
千
倉
町
）
は
朝
夷
山

の
麓
に
鎮
座
す
る
が
、
江
戸
初
期
の
大
地
震
に
伴
う
山
津
波
の
た
め
に
集
落
と
社
殿
が
損
壊
し
、
旧
社
地
（「
足
長
の
堰
」
と
い
う
大
き

な
溜
池
の
北
方
近
く
の
山
）
か
ら
南
方
の
現
社
地
へ
と
遷
座
し
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
は
あ
く
ま
で
一
説
で
あ
る
が
、
も
し
事
実
と
す

れ
ば
、
当
該
地
震
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
五
）
二
月
五
日
の
慶
長
地
震
（
Ｍ
七
・
九
）
で
あ
ろ
う
か
。

武
蔵
国

　

式
内
社
四
三
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
四
社
（
国
全
体
の
約
九
％
）。
大
森
海
岸
駅
や
や
南
に
鎮
座
す
る
磐
井
神
社
（
東
京
都
大
田
区
）

は
、
昭
和
三
十
年
代
以
前
は
海
岸
線
に
面
し
て
お
り
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
・
九
月
の
暴
風
・
豪
雨
・
高
潮
の
被
災
を
受
け
、

祭
具
・
神
宝
類
が
悉
く
流
出
し
て
い
る
。
他
三
社
は
川
辺
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
洪
水
の
被
害
で
あ
る
が
、
楡
山
神
社
（
埼
玉
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県
深
谷
市
）
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
福
川
が
氾
濫
し
沿
岸
の
民
家
が
流
出
し
な
が
ら
も
、
高
地
に
鎮
座
し
て
い
た
た
め
難

を
免
れ
て
い
る
。

相
模
国

　

式
内
社
一
三
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
六
社
（
国
全
体
の
約
四
六
％
）。
洪
水
が
二
社
（
寒
田
神
社
〈
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
〉・
前
鳥
神

社
〈
平
塚
市
〉）、
暴
風
・
豪
雨
が
二
社
（
寒
田
神
社
・
川
勾
神
社
〈
中
郡
〉）、
富
士
山
噴
火
が
一
社
（
川
勾
神
社
）、
地
震
が
二
社
（
阿

夫
利
神
社
〈
伊
勢
原
市
〉・
宇
都
母
知
神
社
〈
藤
沢
市
〉）
検
出
さ
れ
て
い
る
。

甲
斐
国

　

式
内
社
二
〇
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
四
社
（
国
全
体
の
二
〇
％
）。
洪
水
が
三
社
（
大
井
俣
神
社（

９
）・

笠
屋
神
社
〈
山
梨
県
甲
府
市
〉・
浅

間
神
社
〈
笛
吹
市
一
宮
町
〉）、
富
士
山
噴
火
が
一
社
（
浅
間
神
社
）、
暴
風
・
豪
雨
が
一
社
（
桙
衝
神
社
〈
笛
吹
市
八
代
町
〉）
検
出
さ
れ

て
い
る
。
大
井
俣
神
社
の
論
社
の
う
ち
一
社
（
①
大
井
俣
窪
八
幡
神
社
）
は
度
々
の
洪
水
に
よ
り
そ
の
難
を
避
け
高
所
に
遷
座
し
た
と
の

伝
承
を
持
つ
。
笠
屋
神
社
は
度
々
の
洪
水
で
集
落
は
移
転
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
に
は
荒
川
の
氾
濫
で
社
殿
流
失
し
て

廃
祀
に
及
び
、
村
は
東
西
に
分
断
、
後
に
上
・
中
・
下
の
三
村
に
分
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
自
然
災
害
は
生
活
環
境
を
大

き
く
変
化
さ
せ
、
居
住
地
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
社
も
同
様
で
あ
り
、
災
害
に
よ
る
社
地
と
居
住
地
の

破
壊
・
分
断
・
移
転
は
連
動
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
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伊
豆
国

　

式
内
社
八
八
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
〇
社
（
国
全
体
の
二
二
・
七
％
）。
噴
火
が
八
社
、
地
震
が
一
社
、
洪
水
が
四
社
、
津
波
が
二

社
検
出
さ
れ
て
い
る
。
噴
火
と
造
島
現
象
が
特
徴
的
で
あ
り
、『
続
日
本
後
紀
』
に
記
録
さ
れ
た
承
和
五
年
（
八
三
八
）
の
神
津
島
噴
火

（
海
中
が
野
火
の
よ
う
に
焼
か
れ
て
灰
の
雨
が
東
国
・
東
海
道
・
北
陸
・
近
畿
に
降
る
）
を
受
け
て
二
社
（
物
忌
奈
命
神
社
〈
東
京
都
神

津
島
村
〉、
阿
波
神
社
〈
神
津
島
村
長
浜
〉）
に
神
階
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
噴
火
に
よ
る
被
災
を
受
け
て
遷
座
し
た
神
社
が

六
社
（
阿
米
都
和
気
命
神
社
〈
三
宅
村
阿
古
〉、
波
夜
志
命
神
社
〈
三
宅
村
神
着
〉、
片
菅
命
神
社
〈
三
宅
村
神
着
〉、
加
弥
命
神
社
〈
三

宅
村
神
着
〉、
許
志
伎
命
神
社
〈
八
丈
島
八
丈
町
〉、
阿
治
古
神
社
〈
大
島
町
野
増
〉）
存
在
し
、
そ
の
う
ち
許
志
伎
命
神
社
は
、
噴
火
の

災
厄
を
逃
れ
て
住
民
の
移
動
と
共
に
現
在
の
大
里
の
地
に
遷
座
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
中
世
～
近
世
の
い
ず
れ
か
の
噴
火
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
の
他
、
佐
伎
多
麻
比
咩
命
神
社
（
三
宅
村
神
着
）
は
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
の
神
託
に
よ
り
、
東
郷
の
山
か
ら
神
着
村

の
地
（
二
山
の
頂
上
近
く
）
に
遷
座
し
、
約
四
〇
〇
年
後
に
旧
社
地
と
人
家
が
雄
山
中
腹
大
穴
か
ら
の
大
噴
火
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。

伊
豆
諸
島
の
大
規
模
な
火
山
活
動
は
朝
廷
が
神
階
授
与
な
ど
で
対
処
を
迫
ら
れ
る
ほ
ど
重
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
伊
豆
諸
島
の
形
成
と

生
活
が
火
山
活
動
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
人
智
を
超
え
た
火
山
活
動
へ
の
畏
敬
が
神
社
信
仰
に
投
影
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
。
伊
豆
国
の
式
内
社
が
九
二
座
・
八
八
社
と
そ
の
領
域
に
比
し
て
数
が
相
当
に
多
い
こ
と
は
上
記
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
伊
豆
大
島
の
南
東
に
鎮
座
す
る
波
布
比
売
命
神
社
（
大
島
町
波
浮
港
）
は
、
九
世
紀
中
頃
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
る
が
（『
文

徳
天
皇
実
録
』）、
そ
の
鎮
座
地
（
波
浮
）
は
元
々
旧
火
山
帯
の
爆
裂
火
口
（
直
径
五
〇
〇
ｍ
ほ
ど
）
に
水
を
湛
え
た
池
で
あ
り
、
火
山

活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
へ
の
畏
敬
の
念
に
よ
り
奉
斎
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
波
浮
の
地
は
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
の
大
地
震
・
大
津
波
に
よ
っ
て
外
海
と
接
す
る
よ
う
に
な
り
、
島
々
か
ら
江
戸
行
き
の
船
が
風
待
ち
の
た
め
寄
港
す
る
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よ
う
に
な
っ
て
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
に
波
浮
港
が
完
成
し
た
。
災
害
に
よ
る
地
形
変
化
の
結
果
、
波
布
比
売
命
神
社
は
火

口
湖
の
水
辺
に
鎮
座
す
る
神
か
ら
港
湾
に
坐
し
て
港
を
守
護
す
る
神
へ
と
近
世
中
期
以
降
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
自
然
環
境
の
変
化

は
災
害
と
し
て
人
々
の
生
活
の
脅
威
と
な
る
が
、
同
時
に
人
々
の
生
活
環
境
を
変
化
さ
せ
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
生
業
の
獲
得
を
促
す

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
生
活
環
境
や
生
業
の
変
化
は
神
社
の
立
地
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
信
仰
も
良
い
意
味
で
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
り
、
神
社
の
景
観
と
そ
の
信
仰
は
現
実
生
活
に
照
応
し
た
も
の
に
適
応
し
て
い
く
と
言
え
る
。

駿
河
国

　

式
内
社
二
二
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
七
社
（
国
全
体
の
約
三
一
・
八
％
）。
洪
水
が
三
社
、
高
潮
が
一
社
、
干
害
が
一
社
、
地
震
が
一

社
、
富
士
山
噴
火
が
一
社
。
富
士
山
は
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
三
月
十
四
日
～
四
月
十
八
日
ま
で
雷
の
よ
う
な
爆
発
を
伴
う
大
噴
火

を
起
こ
し
、
火
山
灰
の
雨
を
降
ら
し
溶
岩
が
流
出
し
て
川
を
赤
く
染
め
、
二
年
後
に
駿
河
国
・
相
模
国
に
富
士
山
へ
の
陳
謝
と
読
経
を

さ
せ
る
勅
が
出
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
紀
略
』）。
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
は
雷
の
よ
う
な
大
爆
発
と
地
震
が
三
度
あ
り
、
火
炎
が
二
〇

丈
昇
っ
て
周
囲
の
山
を
焼
き
、
本
栖
湖
と
剗
（
西
）
湖
を
埋
め
、
魚
を
焼
殺
し
住
宅
を
埋
め
、
人
々
を
飲
み
込
み
な
が
ら
河
口
湖
に
ま

で
到
達
し
、
こ
の
大
災
害
は
浅
間
名
神
の
禰
宜
・
祝
が
斎
敬
を
欠
い
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
亀
卜
で
判
断
さ
れ
、
奉

幣
と
陳
謝
が
国
に
命
じ
ら
れ
た
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
駿
河
国
の
浅
間
神
社
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
は
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
富
士
山
麓

に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
は
孝
霊
天
皇
の
時
代
の
富
士
山
大
噴
火
が
国
中
を
長
く
荒
廃
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
（『
富
士

本
宮
浅
間
社
記
』）。
そ
の
後
、
平
安
初
期
の
富
士
山
噴
火
の
た
め
、
福
地
神
社
（
富
知
神
社
）
を
他
所
に
遷
座
さ
せ
、
そ
の
空
い
た
社

地
に
浅
間
神
社
社
殿
を
建
造
し
た
と
も
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
平
安
初
期
の
富
士
山
噴
火
に
伴
い
、
朝
廷
と
国
郡
司
に
よ
り
浅
間
神
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社
の
祭
祀
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
伝
承
で
あ
ろ
う
。
甲
斐
国
の
浅
間
神
社
も
、
貞
観
六
年
の
富
士
山
噴
火
に

よ
っ
て
浅
間
明
神
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
官
社
に
列
し
、
祝
・
禰
宜
が
置
か
れ
て
恒
例
祭
祀
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
両
社
と
も
に
郡
司
が

祭
祀
を
担
当
し
て
お
り
、
神
社
祭
祀
が
災
害
を
鎮
め
、
地
域
の
安
寧
を
も
た
ら
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
古
代
で
は

噴
火
の
原
因
が
祭
祀
の
懈
怠
に
求
め
ら
れ
、
朝
廷
は
噴
火
の
対
応
と
し
て
富
士
の
神
へ
の
斎
み
慎
ん
だ
祭
祀
を
徹
底
さ
せ
、
浅
間
神
社

の
祭
祀
は
在
地
の
郡
司
に
執
行
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

遠
江
国

　

式
内
社
六
〇
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
九
社
（
国
全
体
の
一
五
％
）。

　

遠
江
国
で
特
徴
的
な
の
は
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
東
海
沖
大
地
震
に
よ
る
津
波
の
深
刻
な
被
災
を
受
け
た
神
社
が
三
社
存
在
す

る
こ
と
で
あ
る
。
大
神
神
社
（
静
岡
県
湖
西
市
）
は
丘
陵
上
に
あ
り
水
没
を
免
れ
た
も
の
の
、
大
地
震
に
よ
り
浜
名
湖
南
部
の
広
い
部

分
が
水
没
、
周
辺
の
居
住
域
は
津
波
に
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
。
岐
佐
神
社
（
浜
松
市
）
は
大
地
震
・
大
津
波
に
よ
り
社
殿
が
流
さ
れ
、

現
在
地
で
あ
る
舞
阪
（
弁
天
島
の
南
東
、
浜
名
湖
南
端
の
東
岸
）
に
漂
着
し
、
そ
の
地
に
社
殿
を
建
て
て
奉
斎
さ
れ
た
。
角
避
比
古
神

社
は
古
来
浜
名
湖
に
隣
接
し
て
湖
を
見
下
ろ
し
、
湖
口
の
開
塞
を
掌
る
神
と
さ
れ
、
住
民
へ
の
水
害
を
防
ぎ
豊
穣
を
も
た
ら
す
た
め
に

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
八
月
、
官
社
に
列
し
て
い
た
（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』）。
古
代
で
は
現
在
の
水
切
付
近
は
陥
没
し
て
お
ら
ず
、

浜
名
湖
南
端
か
ら
海
へ
と
浜
名
川
が
流
れ
て
い
た
。
こ
の
川
を
通
行
す
る
た
め
に
架
け
ら
れ
た
の
が
長
さ
五
六
丈
・
広
さ
一
丈
三
尺
・

高
さ
一
丈
六
尺
の
「
浜
名
橋
」（『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
九
月
一
日
）
で
あ
り
、
角
避
比
古
神
社
は
こ
の
付
近
に
鎮
座
し
、
湖
か

ら
海
へ
と
水
が
流
れ
る
湖
口
を
守
護
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
に
よ
り
浜
名
湖
は
海
と
直
に
接
す
る
よ
う



476「災害・復興と伝統文化の役割に関する学際的研究」報告書

に
な
っ
て
今
切
口
を
形
成
、
浜
名
湖
南
部
が
広
く
水
没
、
旧
来
の
湖
口
は
消
失
し
て
「
浜
名
橋
」
も
姿
を
消
し
、
角
避
比
古
神
社
も
水

没
し
て
し
ま
っ
た
。
自
然
災
害
が
地
域
環
境
を
大
幅
に
変
化
、
従
来
の
居
住
・
通
行
を
不
可
能
に
さ
せ
、
従
来
の
生
活
と
密
接
に
関
係

し
て
い
た
神
社
は
被
災
に
よ
り
そ
の
姿
を
完
全
に
消
滅
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
来
角
避
比
古
神
社
が
守
護
し
て
き
た
陸
上
交

通
は
途
絶
え
た
も
の
の
、
代
わ
り
に
湖
上
交
通
が
発
達
し
、
海
水
が
湖
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
湖
内
の
製
塩
業
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

三
河
国

　

式
内
社
二
五
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
一
二
％
）。
三
社
と
も
矢
作
川
の
川
辺
に
鎮
座
し
、
洪
水
の
被
災
を
受
け
、
社

地
の
遷
座
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
糟
目
神
社
の
論
社
①
（
糟
目
春
日
神
社
〈
愛
知
県
豊
田
市
〉）
は
矢
作
川
の
洪
水
に
よ
り
社
殿
・
鳥
居

を
流
失
し
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
に
川
岸
近
く
か
ら
西
へ
遷
座
し
た
が
、
こ
の
時
人
家
も
共
に
移
動
し
て
い
る
。

尾
張
国

　

式
内
社
一
二
一
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
七
社
（
国
全
体
の
約
五
・
七
％
）。
七
社
と
も
木
曽
川
、
大
江
川
、
矢
田
川
・
庄
内
川
の
川
辺

に
鎮
座
し
、
洪
水
の
被
災
を
受
け
て
い
る
。
堤
治
神
社（

（1
（

は
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
鵜
沼
川
（
木
曽
川
）
が
大
洪
水
を
起
こ
し
、

住
民
の
田
宅
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
（『
続
日
本
紀
』）、
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
十
二
月
に
は
、
近
年
河
口
が
ふ
さ
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
広
野
河
（
木
曽
川
）
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
大
雨
が
降
る
と
巨
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
た
め
、
河
口
を
掘
り
開
く

こ
と
が
請
願
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
河
川
の
氾
濫
を
防
ぎ
付
近
の
住
民
を
災
害
か
ら
守
る
神
社
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
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た
こ
と
が
解
る
。
爾
波
神
社
（
愛
知
県
一
宮
市
）
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
大
江
川
洪
水
に
よ
り
遷
座
、
村
落
も
共
に
移
転
し
て

い
る
。

伊
勢
国

　

式
内
社
二
三
二
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
〇
社
（
国
全
体
の
約
八
・
六
％
）。
災
害
の
事
例
は
伊
勢
神
宮
（
三
重
県
伊
勢
市
）
と
そ
の

別
宮
に
集
中
し
て
い
る
。
伊
勢
神
宮
は
天
皇
の
祖
神
を
祀
る
宮
で
あ
り
、
朝
廷
よ
り
格
別
の
待
遇
を
受
け
、
そ
の
殿
舎
の
破
損
な
ど
は

他
の
神
社
に
比
し
て
極
め
て
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
中
後
期
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
『
春
記
』（
藤
原
資
房
）、『
殿
暦
』（
藤

原
忠
実
）
や
『
勘
仲
記
』（
藤
原
兼
仲
）
な
ど
公
家
の
日
記
に
社
殿
な
ど
の
破
損
と
そ
の
対
応
の
例
が
記
さ
れ
、
伊
勢
神
宮
の
被
災
は
朝

廷
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
平
安
宮
か
ら
見
て
巽
（
南
東
）
に
鎮
座
す
る
皇
祖
神
の
存
在
は
、
朝
廷
・
国
家
に
福

を
も
た
ら
す
以
前
に
、
そ
の
強
大
な
霊
験
が
も
し
何
か
祟
り
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
れ
ば
国
家
的
危
機
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

伊
勢
神
宮
は
そ
の
中
核
と
な
る
大
神
宮
（
内
宮
、
天
照
大
神
を
祀
る
）・
度
会
宮
（
外
宮
、
豊
受
大
神
を
祀
る
）
を
始
め
諸
別
宮
が
二

〇
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
に
与
り
、
内
宮
は
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）、
外
宮
は
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
ま
で
継
続
し
た
（
い
ず
れ
も

十
六
世
紀
後
半
に
復
興
）。
こ
の
式
年
造
替
で
定
期
的
に
社
殿
は
新
し
く
な
る
も
の
の
、
伊
勢
と
い
う
立
地
上
、
台
風
の
通
り
道
に
当
た

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
多
く
夏
に
暴
風
・
豪
雨
・
洪
水
の
被
災
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
際
は
修
繕
、
も
し
く
は
仮
殿
遷
宮
を
行
っ
て

対
処
し
て
き
た
。
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
の
よ
う
に
臨
時
奉
幣
使
が
発
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（『
殿
暦
』）。
長
久
元
年
（
一
〇
四

〇
）
に
度
会
宮
が
転
倒
し
た
際
は
、
後
朱
雀
天
皇
が
大
変
憂
慮
し
、
神
宮
へ
行
幸
し
よ
う
と
さ
え
し
た
と
い
う
（『
春
記
』）。
同
年
九
月
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十
五
日
に
は
伊
勢
の
御
託
宣
に
よ
り
伊
勢
へ
の
臨
時
奉
幣
を
取
り
や
め
、
天
皇
は
宸
筆
宣
命
を
捧
げ
て
御
遥
拝
し
、
同
月
二
十
七
日
に

は
公
卿
勅
使
を
発
遣
し
て
度
会
宮
顛
倒
・
内
裏
焼
亡
を
祈
謝
し
、
天
皇
は
毎
夜
庭
中
に
出
御
し
三
日
間
廃
朝
し
て
御
遥
拝
し
て
い
る
（『
春

記
』）。

　

度
会
宮
は
、
五
十
鈴
川
上
流
の
山
中
に
鎮
座
す
る
大
神
宮
に
比
し
て
、
海
に
近
く
よ
り
開
け
た
低
地
に
鎮
座
し
、
暴
風
・
豪
雨
の
際

は
洪
水
な
ど
の
被
災
を
多
く
受
け
て
き
た
。
史
料
性
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
八
月
十
六
日
、
及
び
貞
観
十
五
年

（
八
七
三
）
八
月
十
三
日
に
は
大
風
雨
に
よ
る
洪
水
の
た
め
度
会
宮
の
瑞
垣
が
流
失
す
る
被
害
が
起
き
、
洪
水
は
正
殿
の
一
丈
許
前
ま

で
で
止
ま
り
、
地
底
に
流
れ
て
い
っ
た
と
い
う
不
可
思
議
な
事
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』）。
洪
水
と
い
う
災
害
の

大
き
さ
と
同
時
に
正
殿
の
神
聖
性
を
物
語
る
伝
承
で
あ
ろ
う
。
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
と
同
四
年
の
八
月
に
は
、
洪
水
に
よ
り
度
会

宮
の
正
殿
が
浸
水
し
、
正
殿
床
下
の
「
天
平
賀
」（
御
器
）
が
流
さ
れ
て
破
損
す
る
被
害
も
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
神
宮
雑
例
集
』）。

　

ま
た
、
伊
佐
奈
岐
宮
・
月
読
宮
（
伊
勢
市
中
村
町
）
で
は
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
八
月
六
日
の
異
常
風
雨
を
月
読
宮
の
祟
り
と
す
る

事
例
が
あ
り
（『
続
日
本
紀
』）、
大
神
宮
よ
り
離
れ
た
大
山
中
に
鎮
座
す
る
滝
原
宮
（
度
会
郡
大
紀
町
）
で
は
、
史
料
性
に
は
問
題
が
あ

る
も
の
の
、
台
風
に
よ
る
川
の
増
水
な
ど
で
祭
祀
の
執
行
が
困
難
な
場
合
、
便
宜
の
場
所
で
祭
典
を
行
っ
た
例
や
、
奉
仕
者
の
子
供
（
物

忌
）
が
溺
死
し
た
例
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』）。

　

伊
勢
神
宮
の
被
災
と
修
造
の
記
録
は
、
式
年
遷
宮
が
継
続
し
て
い
た
平
安
時
代
～
中
世
と
、
式
年
遷
宮
が
再
開
し
た
近
世
以
後
に
集

中
し
て
い
る
。
朝
廷
側
な
ど
外
部
の
援
助
を
得
て
執
行
さ
れ
る
大
規
模
な
遷
宮
は
、
神
宮
の
社
殿
を
永
続
的
に
機
能
・
保
全
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
識
を
高
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
被
災
と
修
繕
の
記
録
が
多
く
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遷
宮
の
中
絶

期
は
朝
儀
が
停
廃
し
た
こ
と
も
あ
り
、
被
災
の
記
録
だ
け
で
な
く
神
宮
に
関
す
る
史
料
自
体
も
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
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遷
宮
が
継
続
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
時
代
（
特
に
平
安
時
代
後
期
～
中
世
）
に
数
多
く
社
殿
な
ど
の
破
損
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
遷

宮
で
社
殿
を
新
し
く
し
て
も
暴
風
・
豪
雨
な
ど
の
被
災
に
よ
る
損
壊
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
近
代

に
入
り
、
式
年
遷
宮
は
近
代
国
家
の
下
で
斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
で
は
神

宮
所
属
の
建
物
被
害
約
一
億
六
〇
〇
万
、
宮
域
林
被
害
約
二
億
と
い
う
大
被
害
を
被
っ
た
が（

（1
（

、
内
外
宮
及
び
諸
別
宮
の
正
殿
に
は
何
の

異
常
も
な
く
安
泰
だ
っ
た
と
い
う
。
平
安
時
代
後
期
・
中
世
の
被
災
を
鑑
み
る
と
、
神
宮
の
社
殿
は
近
代
の
遷
宮
に
よ
り
被
災
に
耐
え

う
る
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
伊
勢
神
宮
は
国
家
的
災
害
が
起
き
た
際
に
奉
幣
や
祈
祷
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
の
大
地
震
で
は

災
害
除
災
の
奉
幣
（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
六
月
十
七
日
）、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
東
海
沖
の
大
地
震
（
Ｍ
八
・
二
～

八
・
四
）
の
際
は
七
日
間
の
御
祈
が
命
じ
ら
れ
（『
実
隆
卿
記
』）、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
富
士
山
大
噴
火
、
嘉
永
七
年
（
安
政
元

年
、
一
八
五
四
）
大
地
震
（
Ｍ
八
）
で
も
祈
祷
・
御
祈
が
な
さ
れ
て
い
る
（『
守
相
記
』、『
長
官
守
雅
家
牒
』）。
ま
た
、
明
応
七
年
八
月

二
十
五
日
の
東
海
沖
地
震
で
は
地
震
・
高
潮
の
た
め
大
湊
の
民
家
千
戸
余
り
を
流
し
五
千
余
人
が
亡
く
な
っ
て
志
摩
国
各
所
に
も
多
数

の
被
害
が
あ
り
、
二
十
八
日
に
は
大
風
・
洪
水
の
た
め
山
田
の
民
が
驚
い
て
豊
受
大
神
宮
宮
中
の
御
山
・
多
賀
宮
な
ど
の
高
所
に
避
難

し
、
危
機
を
免
れ
た
事
例
も
あ
る
（『
外
宮
子
良
館
日
録
抜
書
』）。
伊
勢
神
宮
は
天
皇
・
朝
廷
に
と
っ
て
の
重
大
な
神
祇
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
伊
勢
の
地
の
人
々
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
内
宮
の
摂
社
で
あ
る
朝
熊
神
社
（
伊
勢
市
朝
熊
町
、
五
十
鈴
川
と
朝
熊
川
が
合
流
す
る
地
点
の
東
の
小
山
の
中
腹
に
鎮
座
）

周
辺
の
集
落
は
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）
の
洪
水
に
よ
り
移
転
し
た
が
、
神
社
の
み
は
移
転
せ
ず
旧
社
地
に
存
続
し
た

事
例
が
あ
り
、
同
じ
く
内
宮
の
摂
社
・
粟
御
子
神
社
（
伊
勢
市
二
見
町
、
鳥
羽
湾
・
伊
気
浦
岸
に
鎮
座
）
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
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に
浜
辺
に
再
建
し
た
が
、
大
風
雨
・
高
潮
の
害
を
被
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
北
西
三
八
間
去
っ
た
地
に
移
転
し
て
い
る
。
両

社
共
に
式
年
遷
宮
が
中
絶
し
た
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
頃
を
境
に
衰
退
、
そ
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
に
旧
社
地
が
特

定
、
復
興
し
た
歴
史
を
持
つ
。
同
様
の
事
例
は
外
宮
摂
社
の
志
等
美
神
社
・
大
川
内
神
社
（
伊
勢
市
辻
久
留
）
に
も
見
ら
れ
、
中
世
に

廃
絶
、
近
世
以
後
に
旧
社
地
が
探
索
・
調
査
さ
れ
た
。
安
濃
郡
の
伊
勢
湾
岸
に
鎮
座
す
る
小
丹
神
社
（
津
市
上
浜
町
）
は
明
応
七
年
の

地
震
・
高
波
に
よ
り
社
地
が
湮
没
し
て
遷
座
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
十
五
世
紀
末
の
自
然
災
害
に
よ
る
環
境
変
化
は
式
内
社
を
衰

退
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
は
戦
乱
や
財
源
不
足
な
ど
に
よ
り
式
年
遷
宮
が
中
絶
す
る
な
ど
、
古
代
・
平
安
時
代
か
ら
の

朝
廷
祭
祀
が
執
行
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
自
然
災
害
に
よ
る
環
境
変
化
も
多
発
し
て
お
り
、
そ
れ
が
式
内
社
の
衰
退
・

廃
絶
に
つ
な
が
っ
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、
櫛
田
川
左
岸
に
鎮
座
す
る
奈
々
美
神
社
（
松
阪
市
上
七
見
町
）・
意
非
多
神
社
（
松
阪
市
黒
部
町
）
は
永
保
二
年
（
一
〇
八

二
）
の
暴
風
雨
に
よ
る
櫛
田
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
社
殿
な
ど
を
流
出
（
こ
の
時
櫛
田
川
の
堤
防
が
決
壊
、
田
畑
六
〇
〇
余
町
を
潰
し
、

神
社
一
二
社
を
流
失
）、
当
地
域
は
低
地
と
な
り
大
雨
に
は
雨
水
氾
濫
し
参
拝
困
難
と
な
り
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
正
月
に
現
社
地

へ
遷
座
し
て
い
る
。

和
泉
国

　

式
内
社
五
三
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
〇
社
（
国
全
体
の
約
一
八
・
八
％
）。
畿
内
で
あ
る
た
め
、
干
害
や
霖
雨
を
受
け
た
祈
雨
な
ど

の
朝
廷
に
よ
る
奉
幣
・
祈
祷
の
事
例
が
六
社
存
在
す
る
。
大
鳥
神
社
（
大
阪
府
堺
市
）・
積
川
神
社
五
座
（
岸
和
田
市
）
は
弘
仁
十
四
年

（
八
二
三
）
七
月
四
日
に
祈
雨
奉
幣
（『
日
本
紀
略
』）、
大
鳥
神
社
は
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
九
月
八
日
に
風
雨
順
行
の
奉
幣
が
な
さ
れ
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て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
泉
穴
師
神
社
二
座
（
泉
大
津
市
）・
泉
井
上
神
社
（
和
泉
市
）・
意
賀
美
神
社
（
岸
和
田
市
）・
積
川
神

社
五
座
・
聖
神
社
（
和
泉
市
）
は
天
平
四
年
（
七
三
二
）
に
干
害
の
た
め
祈
雨
奉
幣
・
祈
祷
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
大
雨
が
降
っ
た
と

す
る
伝
え
を
持
つ
。

摂
津
国

　

式
内
社
六
二
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
九
社
（
国
全
体
の
約
三
〇
・
六
％
）。
和
泉
国
と
同
様
、
干
害
・
霖
雨
に
よ
る
奉
幣
の
事
例
が

多
く
、
六
国
史
に
記
録
の
あ
る
確
か
な
事
例
を
九
社
が
持
っ
て
い
る
。
特
に
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
九
月
八
日
の
奉
幣
に
は
大
依
羅
神

社
四
座
（
大
阪
市
住
吉
区
）・
難
波
坐
生
国
咲
国
魂
神
社
二
座
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）・
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
三
座
（
大
阪
府
茨
木
市
）・

名
次
神
社
（
兵
庫
県
西
宮
市
）・
生
田
神
社
（
神
戸
市
）
が
預
か
り
、
貞
観
十
年
閏
十
二
月
十
日
の
地
震
の
除
災
祈
願
に
は
広
田
神
社
（
西

宮
市
）・
生
田
神
社
が
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
六
月
十
四
日
の
奉
幣
に
は
大
依
羅
神
社
四
座
・
垂
水
神
社
（
大
阪
府
吹
田
市
）・
生
田

神
社
・
長
田
神
社
（
神
戸
市
）
が
預
か
っ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
貞
観
元
年
は
五
月
か
ら
八
月
ま
で
霖
雨
が
止
ま
ず
、
八
月
十

二
日
・
九
月
九
日
・
同
月
十
八
日
に
は
住
居
の
破
壊
な
ど
の
大
風
雨
が
起
き
て
お
り
、
九
月
八
日
の
奉
幣
で
は
上
記
摂
津
国
の
神
社
を

含
む
畿
内
の
四
五
神
（
祈
雨
神
）
に
風
雨
を
鎮
め
る
祈
祷
が
な
さ
れ
て
い
る
。
元
慶
元
年
は
雨
が
降
ら
ず
、
六
月
四
日
に
丹
生
川
上
・

貴
船
禰
社
に
祈
雨
奉
幣
、
同
月
十
四
日
に
石
清
水
・
賀
茂
を
始
め
と
す
る
山
城
国
の
有
力
神
と
上
記
摂
津
国
の
諸
社
に
祈
雨
奉
幣
が
な

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
ず
、
七
月
に
は
旱
の
責
任
を
と
っ
て
摂
政
藤
原
基
経
が
辞
表
を
提
出
、
旱
の
原
因
は
神
功
皇
后
の
楯
列

山
陵
の
祟
り
（
食
肉
、
山
陵
樹
木
の
伐
採
）
に
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
大
般
若
経
・
仁
王
経
の
読
経
も
な
さ
れ
た
が
効
果
な
く
、
十
四
～

十
六
日
に
よ
う
や
く
大
雨
が
降
っ
て
宮
中
が
歓
喜
、
十
九
日
に
年
号
改
元
の
奉
幣
を
伊
勢
神
宮
な
ど
に
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
貞
観
元
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年
と
元
慶
元
年
は
清
和
天
皇
と
陽
成
天
皇
の
大
嘗
祭
が
十
一
月
に
斎
行
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
干
害
・
霖
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
責
任

は
天
皇
以
下
の
朝
廷
に
求
め
ら
れ
、
祭
祀
行
為
を
含
む
行
政
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
災
害
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
天
皇

の
代
始
め
に
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
も
、
国
内
の
平
安
・
安
寧
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
災
害
を
克
服
す
る
た
め
に
朝
廷
祭
祀
が

恒
例
・
臨
時
的
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

播
磨
国

　

式
内
社
四
七
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
二
社
（
国
全
体
の
約
二
五
・
五
％
）。
干
害
が
六
社
（
林
神
社
〈
兵
庫
県
明
石
市
〉・
伊
和
都
比

売
神
社（

（1
（

・
高
岳
神
社
〈
姫
路
市
〉・
御
形
神
社
〈
宍
粟
市
〉・
雨
祈
神
社
〈
宍
粟
市
〉・
崇
健
神
社
〈
加
西
市
〉）、
暴
風
・
豪
雨
が
六
社
（
中

臣
印
達
神
社
〈
た
つ
の
市
〉・
家
島
神
社
〈
姫
路
市
〉・
荒
田
神
社
〈
多
可
郡
〉・
兵
主
神
社
〈
西
脇
市
〉・
大
津
乃
命
神
社
〈
西
脇
市
〉・

坂
合
神
社
〈
加
東
市
〉）、
高
潮
が
一
社
（
林
神
社
）
検
出
さ
れ
て
い
る
。
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
事
例
は
古
代
以
前
が
三
例
、
中
世
が

三
例
、
近
世
が
一
例
、
近
代
が
六
例
存
在
す
る
。

備
前
国

　

式
内
社
二
一
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
五
社
（
国
全
体
の
約
二
三
・
八
％
）。
落
雷
、
干
害
、
高
潮
、
洪
水
の
被
災
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

布
勢
神
社
（
岡
山
県
赤
磐
市
）
は
瀬
戸
内
海
通
航
船
の
難
破
を
神
慮
に
よ
る
も
の
と
し
て
現
社
地
へ
勧
請
さ
れ
た
（
社
殿
を
海
に
向
く

南
面
か
ら
、
通
航
船
に
神
が
正
対
し
な
い
よ
う
に
、
逆
の
北
面
に
し
て
造
営
）
と
す
る
創
建
伝
承
を
持
つ
。
瀬
戸
内
海
の
通
航
と
神
祇

が
関
わ
る
一
事
例
で
あ
る
。
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備
中
国

　

式
内
社
一
八
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
約
一
六
・
六
％
）。
高
潮
、
暴
風
・
豪
雨
、
地
震
・
津
波
の
被
災
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
足
高
神
社
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
は
瀬
戸
内
海
の
通
航
と
関
係
す
る
伝
承
（
往
来
す
る
船
は
必
ず
帆
を
下
げ
て
神
拝
を
し
て
通

過
し
た
が
、
そ
れ
を
欠
い
た
時
は
忽
ち
転
覆
し
て
沈
ん
だ
）
を
持
つ
。
海
の
通
航
、
特
に
要
所
を
通
る
際
に
は
危
機
を
伴
い
、
通
航
の

阻
害
と
無
事
は
神
の
祟
り
と
恩
恵
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
古
郡
神
社
（
総
社
市
）
は
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に

暴
風
に
よ
り
社
殿
転
覆
し
た
た
め
遷
座
し
た
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
旧
社
地
に
社
殿
を
造
営
し
て
奉
遷
し
て
い
る
。

備
後
国

　

式
内
社
一
七
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
約
一
七
・
六
％
）。
暴
風
・
豪
雨
、
干
害
の
事
例
が
あ
る
。

周
防
国

　

式
内
社
八
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
社
（
国
全
体
の
二
五
％
）。
干
害
、
洪
水
の
事
例
が
あ
る
が
、
御
坂
神
社
の
論
社
②
（
山
口
県
山

口
市
、
八
幡
宮
）
は
佐
波
川
の
左
岸
に
鎮
座
し
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
の
佐
波
川
洪
水
の
た
め
現
在
地
へ
遷
座
（
現
在
の
社
殿
は

水
難
回
避
の
た
め
、
山
腹
を
削
り
平
地
よ
り
五
ｍ
高
い
位
置
に
立
地
）
し
て
い
る
。

紀
伊
国

　

式
内
社
二
八
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
約
一
〇
・
七
％
）。
紀
ノ
川
の
洪
水
が
二
例
あ
る
他
、
熊
野
坐
神
社
（
和
歌
山
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県
田
辺
市
）
は
正
平
十
六
年
（
一
三
六
一
）
大
地
震
（
Ｍ
八
・
二
五
～
八
・
五
）
で
社
頭
・
仮
殿
、
三
山
岩
屋
以
下
の
秘
所
・
秘
本
・

秘
石
な
ど
が
悉
く
破
滅
（『
愚
管
記
』）
し
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
八
）
紀
伊
・
伊
勢
地
震
（
Ｍ
七
～
八
）
で
は
本
宮
の
湯
（
温
泉
）

が
約
八
〇
日
間
止
ま
り
（『
校
定
年
代
記
』）、
康
正
元
年
（
一
四
五
六
）
の
地
震
で
宮
殿
・
神
倉
が
崩
れ
（『
熊
野
年
代
記
』）、
明
応
七

年
（
一
四
九
八
）
東
海
沖
大
地
震
（
Ｍ
八
・
二
～
八
・
四
）
で
は
本
宮
の
社
殿
・
那
智
の
坊
舎
が
崩
れ
て
い
る
（『
校
定
年
代
記
』）。

熊
野
坐
神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
熊
野
川
と
そ
の
支
流
岩
田
川
と
音
無
川
と
の
合
流
地
に
あ
る
中
洲
「
大
斎
原
」
は
、
古
代
で
は
そ
の
中

洲
の
地
が
高
か
っ
た
た
め
水
害
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
近
世
に
は
川
筋
が
埋
も
れ
て
川
底
が
高
く
な
っ
て
水
量
が
多
い
時
は
社
地
に

水
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）。
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
熊
野
川
の
大
洪
水
に
よ
り
上
四

社
の
社
殿
を
除
い
て
悉
く
流
失
、
明
治
二
十
四
年
に
五
〇
〇
ｍ
上
流
に
あ
る
高
所
（
現
社
地
）
に
上
四
社
の
本
殿
な
ど
を
遷
座
し
た
。

流
失
し
た
中
四
社
・
下
四
社
は
大
斎
原
に
二
つ
の
石
祠
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
大
被
害
を
受
け
た
の
は
近
代
で
あ
る
が
、
鎮

座
地
の
環
境
は
中
世
頃
に
変
化
が
起
き
、
古
代
と
近
世
で
そ
の
様
相
を
変
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
環
境
変
化
の
結
果
が
近
代
で
の
自
然

災
害
に
つ
な
が
っ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

淡
路
国

　

式
内
社
一
三
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
約
二
三
％
）。
干
害
、
暴
風
・
豪
雨
（
近
代
）
の
事
例
が
あ
る
。

阿
波
国

　

式
内
社
四
六
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
五
社
（
国
全
体
の
約
三
二
・
六
％
）。
川
辺
に
位
置
す
る
神
社
が
多
く
、
皆
洪
水
の
被
災
に
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遭
っ
て
い
る
（
一
〇
社
、
一
一
例
）。
そ
の
う
ち
被
災
に
よ
り
遷
座
し
た
神
社
は
六
社
（
伊
射
奈
美
神
社
〈
徳
島
県
美
馬
市
〉・
八
十
子
神

社
〈
美
馬
郡
〉・
伊
加
加
志
神
社
〈
吉
野
川
市
〉・
天
佐
自
能
和
気
神
社
〈
徳
島
市
〉・
建
島
女
祖
命
神
社
〈
小
松
島
市
〉・
室
比
売
神
社
〈
阿

南
市
〉）
存
在
す
る
。

讃
岐
国

　

式
内
社
二
四
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
七
社
（
国
全
体
の
約
二
九
・
一
％
）。
暴
風
・
豪
雨
が
三
例
、
干
害
が
四
例
、
落
雷
が
一
例
あ
り
、

古
代
の
事
例
を
鴨
神
社（

（1
（

・
城
山
神
社
〈
香
川
県
坂
出
市
〉・
神
野
神
社
・
水
主
神
社
〈
東
か
が
わ
市
〉
が
持
つ
。
神
野
神
社
の
論
社
①

（
仲
多
度
郡
）
は
応
仁
の
乱
以
降
衰
退
し
、
そ
の
祭
神
が
守
護
し
て
き
た
満
濃
池
も
長
暦
年
間
（
一
〇
三
七
～
一
〇
四
〇
）
の
大
破
損
以

降
修
築
さ
れ
ず
、
当
地
の
人
々
は
六
〇
〇
余
年
旱
害
に
苦
し
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
戦
乱
に
よ
る
神
社
の
荒
廃
は
、
地
域
の
生
活

に
不
可
欠
な
水
源
の
不
安
定
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

伊
予
国

　

式
内
社
二
四
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
九
社
（
国
全
体
の
三
七
・
五
％
）。
洪
水
の
被
災
が
四
社
、
干
害
の
事
例
が
三
社
、
落
雷
が
一
社
、

地
震
が
一
社
、
高
潮
が
一
社
に
存
在
す
る
。
伊
曾
乃
神
社
（
愛
媛
県
西
条
市
）
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
七
月
の
兵
火
で
社
殿
を

焼
失
、
社
家
に
よ
り
御
神
体
を
土
佐
国
に
遷
座
し
、
そ
の
後
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
洪
水
で
仮
殿
流
失
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇

六
）
に
社
地
を
旧
地
に
遷
座
し
て
い
る
。
こ
の
神
社
を
含
め
、
被
災
に
よ
る
遷
座
の
伝
え
を
持
つ
神
社
は
四
社
存
在
す
る
。
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土
佐
国

　

式
内
社
二
一
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
五
社
（
国
全
体
の
約
二
三
・
八
％
）。
洪
水
関
係
の
被
災
が
四
社
に
存
在
、
全
て
被
災
の
た
め
遷

座
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
社
は
近
世
の
事
例
で
あ
る
（
も
う
一
社
は
年
代
不
明
）。
ま
た
、
賀
茂
神
社
（
高
知
県
幡
多
郡
）
は
宝
永
四

年
（
一
七
〇
七
）、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
地
震
・
津
波
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
宝
永
四
年
十
月
四
日
の
地
震
に
よ
る
大
津
波
（
最

大
九
ｍ
ほ
ど
）
は
山
ま
で
お
し
よ
せ
、
神
社
が
鎮
座
す
る
入
野
の
松
林
は
打
ち
折
れ
、
根
こ
そ
ぎ
流
れ
る
惨
状
と
な
り
、
家
屋
の
多
く

が
流
さ
れ
、
里
人
は
生
業
を
失
っ
た
と
い
う
。
津
波
は
松
原
の
高
所
に
あ
っ
て
松
林
に
囲
ま
れ
た
当
社
ま
で
押
し
寄
せ
た
も
の
の
、
社

殿
は
流
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（『
谷
陵
記
』）。
安
政
元
年
十
一
月
五
日
南
海
道
沖
の
大
地
震
の
際
も
大
津
波
（
六
・
五
ｍ

と
想
定
）
が
押
し
寄
せ
、
地
震
に
よ
り
ほ
ぼ
全
て
の
家
屋
が
崩
壊
し
、
皆
後
先
を
争
っ
て
山
に
避
難
し
て
下
を
見
る
と
、
海
岸
に
大
津
波

が
押
し
寄
せ
て
い
た
（「
安
政
津
波
の
碑
」）。
ま
た
、
こ
の
前
日
に
は
微
震
の
後
「
鈴
浪
」
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
こ
の
「
鈴
浪
」
は
大

津
波
の
予
兆
で
あ
る
こ
と
（
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
を
後
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
当
社
の
境
内
に
安
政
元
年
の
津
波
の
状
況
を
記
し
た

「
安
政
津
波
の
碑
」
を
残
し
た
と
い
う
。
人
間
の
生
活
環
境
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
津
波
と
い
う
強
大
な
自
然
災
害
の
記
憶
・
経
験
を
次

世
代
へ
と
残
し
、
い
ず
れ
ま
た
来
る
で
あ
ろ
う
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
た
事
例
で
あ
る
。
自
然
災
害
を
無
く
す
こ
と
は
人
智
で
は
不
可

能
で
あ
り
、
災
害
へ
の
備
え
と
対
応
を
十
全
に
す
る
こ
と
し
か
人
間
に
は
で
き
な
い
。
災
害
へ
の
備
え
と
対
応
を
十
全
に
す
る
た
め
に
は

過
去
の
経
験
の
蓄
積
が
不
可
欠
で
あ
り
、
科
学
技
術
が
進
展
す
る
以
前
か
ら
人
々
は
記
憶
の
伝
承
に
よ
り
経
験
を
蓄
積
さ
せ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
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筑
前
国　

　

式
内
社
一
一
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
社
（
国
全
体
の
約
一
八
・
一
％
）。
竈
門
神
社
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
に
地
震
の
た
め
の
祈
祷

（
文
正
元
年
〈
一
四
六
六
〉）
と
豪
雨
、
美
奈
宜
神
社
（
朝
倉
市
）
に
洪
水
の
事
例
が
あ
る
。

豊
後
国

　

式
内
社
五
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
社
（
国
全
体
の
二
〇
％
）。
火
男
火
売
神
社
（
大
分
県
別
府
市
）
は
鶴
見
山
の
山
麓
に
鎮
座
す
る

が
、
鶴
見
山
は
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
激
し
く
噴
火
し
、
正
月
二
十
日
よ
り
三
日
間
に
亘
っ
て
雷
の
様
な
音
が
響
き
な
が
ら
地
が
震

え
、
硫
黄
の
臭
い
が
国
中
に
蔓
延
し
て
石
が
飛
び
乱
れ
、
昼
に
は
黒
雲
が
、
夜
に
は
火
炎
が
昇
り
、
山
頂
に
あ
っ
た
池
水
は
沸
騰
し
て

河
と
な
り
、
山
下
の
道
路
は
往
来
で
き
な
く
な
っ
て
、
多
く
の
死
者
が
で
る
惨
状
と
な
っ
た
（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
二
月
二
十

六
日
条
）。
こ
の
た
め
、
同
年
四
月
三
日
に
は
豊
後
国
に
命
じ
て
火
男
火
売
両
神
に
鎮
謝
し
、
大
般
若
経
を
転
読
さ
せ
、
八
月
十
六
日
に

は
こ
の
二
神
に
正
五
位
下
を
授
け
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。

肥
後
国

　

式
内
社
四
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
三
社
（
国
全
体
の
七
五
％
）。
三
社
と
も
現
在
の
阿
蘇
神
社
（
熊
本
県
阿
蘇
市
）
で
あ
る
が
、
阿
蘇

山
の
火
山
活
動
は
古
代
よ
り
活
発
に
起
き
て
お
り
、
山
頂
の
神
霊
地
（
沼
）
が
枯
渇
す
る
こ
と
や
山
崩
れ
は
干
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
発

生
と
結
び
付
け
ら
れ
、
朝
廷
・
国
司
の
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
。
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）、
天
長
二
年
（
八
二
五
）、
承
和
七
年
（
八

四
〇
）、
同
八
年
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）、
同
九
年
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
仏
事
・
奉
幣
な
ど
が
行
わ
れ
た
記
録
が
六
国
史
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に
見
え
る
。
な
お
、
阿
蘇
神
社
は
平
成
二
十
八
年
四
月
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
境
内
社
殿
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
現

在
も
復
旧
工
事
中
で
あ
る
。

日
向
国

　

式
内
社
四
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
社
（
国
全
体
の
五
〇
％
）。
霧
嶋
神
社
は
論
社
が
四
社
存
在
す
る
が（

（1
（

、
平
安
時
代
中
期
以
降
の
霧

島
山
噴
火
に
よ
る
被
災
で
、
式
内
社
の
霧
嶋
神
社
は
焼
失
、
そ
の
後
再
建
・
遷
座
を
繰
り
返
す
う
ち
に
霧
島
の
名
を
冠
す
る
神
社
が
霧
島

山
麓
に
分
布
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
に
霧
島
山
の
噴
火
は
二
度
記
録
さ
れ
て
お
り
、
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
に
は
地

震
を
伴
う
噴
火
が
起
き
、
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
三
月
四
日
に
は
雷
鳴
を
伴
う
火
炎
が
大
き
く
の
ぼ
っ
て
、
黒
い
沙
石
が
六
〇
セ
ン
チ
ほ

ど
積
も
り
、
大
隅
国
に
使
い
が
発
遣
、「
神
命
」
を
拝
聴
し
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』）。
そ
の
後
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
一
月
十
一

日
に
没
し
た
性
空
は
霧
島
山
に
籠
っ
て
法
華
経
を
読
経
し
て
お
り
（『
扶
桑
略
記
』）、
こ
の
性
空
が
噴
火
に
よ
り
焼
亡
し
て
い
た
社
を
再

建
し
て
整
備
し
た
の
が
霧
島
六
所
権
現
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
霧
島
山
の
噴
火
に
よ
る
被
災
が
各
論
社
に
伝
え
ら
れ

る
が
、
平
安
時
代
後
期
・
中
世
に
大
き
く
二
度
の
被
災
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
二
月
三
日
と
文
暦
元
年
（
一

二
三
四
）
十
二
月
二
十
八
日
で
あ
る
が
、
こ
の
火
常
峰
の
噴
火
は
社
殿
・
社
地
を
焼
失
さ
せ
て
移
転
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
論
社
の
一
つ
で

あ
る
霧
島
神
宮
は
文
暦
度
の
被
災
の
た
め
二
五
〇
年
間
仮
宮
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

大
隅
国

　

式
内
社
五
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
二
社
（
国
全
体
の
四
〇
％
）。
鹿
児
島
湾
と
桜
島
の
噴
火
で
あ
る
。
大
穴
持
神
社
（
鹿
児
島
県
霧
島
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市
）
の
事
例
は
古
代
鹿
児
島
湾
海
底
の
火
山
活
動
で
あ
り
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
十
二
月
に
大
隅
国
と
薩
摩
国
と
の
堺
で
雷
の
よ

う
な
噴
火
が
あ
り
、
鹿
児
島
信
爾
村
に
三
つ
の
島
が
で
き
、
民
家
六
二
区
、
八
〇
数
人
が
埋
め
ら
れ
、
そ
の
後
天
平
神
護
二
年
（
七

六
六
）
に
至
っ
て
も
島
の
震
動
は
治
ま
ら
ず
、「
大
穴
持
神
」（
大
穴
持
神
社
）
を
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
に
官
社
と
し
て
い
る
（『
続
日

本
紀
』）。
こ
の
時
の
造
島
は
鹿
児
島
湾
奥
の
姶
良
郡
隼
人
町
沖
に
あ
る
三
島
（
辺
田
小
島
・
弁
天
島
・
沖
小
島
）
の
こ
と
と
も
さ
れ
る

が
、
近
年
の
火
山
学
・
地
質
学
の
成
果
に
よ
る
と
、
こ
の
三
島
は
奈
良
時
代
の
噴
火
で
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
天
平
宝
字
八
年
に
出

現
し
た
三
島
は
桜
島
近
海
に
出
現
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
海
中
に
没
し
た
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

薩
摩
国

　

式
内
社
二
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
社
（
国
全
体
の
五
〇
％
）。
開
聞
岳
の
麓
に
鎮
座
す
る
枚
聞
神
社
（
鹿
児
島
県
指
宿
市
）
で
あ
る
。

貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
三
月
四
日
に
は
開
聞
岳
で
大
き
な
爆
発
音
を
伴
う
噴
火
が
起
き
、
灰
砂
の
雨
が
降
っ
て
堆
積
し
、
雨
水
に
よ
っ

て
泥
水
と
化
し
て
農
作
物
・
海
産
物
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
、
死
者
・
病
人
が
頻
出
。
亀
卜
に
よ
り
噴
火
の
原
因
は
開
聞
神
が
封
戸
を
願

い
、
ま
た
神
社
を
汚
し
た
こ
と
に
よ
る
神
の
祟
り
と
さ
れ
、
二
〇
戸
の
封
戸
を
枚
聞
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
。
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
七

月
十
二
日
・
八
月
十
一
日
に
も
同
規
模
の
噴
火
が
起
き
、
薩
摩
・
肥
前
両
国
内
の
神
祇
に
奉
幣
し
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。

壱
岐
島

　

式
内
社
二
四
社
、
自
然
災
害
伝
承
は
一
社
（
国
全
体
の
約
四
・
一
％
）。
壱
岐
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
鎮
座
す
る
住
吉
神
社
（
長
崎
県
壱
岐

市
。
創
建
当
初
は
御
津
浜
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
波
音
の
聞
こ
え
な
い
地
に
移
り
た
い
と
い
う
神
託
に
よ
り
島
中
央
の
現
社
地
へ
と
遷
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座
し
た
と
い
う
）
で
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
落
雷
に
遭
っ
て
い
る
。

二　

年
代
別
自
然
災
害
伝
承
の
特
徴

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
は
国
・
式
内
社
ご
と
に
情
報
を
ま
と
め
た
が
、
年
代
が
あ
る
程
度
特
定
で
き
る
自
然
災
害
の
事
例
を
年

代
順
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
式
内
社
に
関
わ
る
自
然
災
害
伝
承
の
年
代
的
な
特
徴
を
分
析
し
て
み
た
い
（
本
稿
末
「
自
然
災
害
伝
承
年

表
」
参
照
）。

　

便
宜
的
に
事
例
数
を
世
紀
別
に
す
る
と
、
歴
史
年
代
以
前
が
三
件
、
七
世
紀
が
三
件
、
八
世
紀
が
一
三
件
、
九
世
紀
が
三
六
件
、
一

〇
世
紀
が
五
件
、
一
一
世
紀
が
八
件
、
一
二
世
紀
が
一
七
件
、
一
三
世
紀
が
八
件
、
一
四
世
紀
が
三
件
、
一
五
世
紀
が
二
一
件
、
一
六

世
紀
が
一
〇
件
、
一
七
世
紀
が
一
七
件
、
一
八
世
紀
が
二
七
件
、
一
九
世
紀
が
三
一
件
、
二
〇
世
紀
が
二
八
件
、
二
一
世
紀
が
二
件
、

と
な
る
。
世
紀
別
に
ま
と
め
る
と
、
九
世
紀
・
一
二
世
紀
・
一
五
世
紀
の
件
数
が
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
近
世
中
後
期
以
降
は
記

録
の
残
存
が
多
く
、
一
八
世
紀
以
降
の
件
数
の
多
さ
は
そ
の
点
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
記
録
が
残
り
に
く
い
中
世
以
前
で
九
・

一
二
・
一
五
世
紀
に
災
害
事
例
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
平
安
時
代
～
中
世
（
一
二
・
一
三
世
紀
）
の
伊
勢
神
宮
の
事

例
が
他
社
に
比
し
て
極
め
て
多
い
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
自
然
環
境
の
変
化
に
伴
う
災
害
の
記
録
・
記
憶
の
偏
り
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

九
世
紀
で
は
承
和
年
間
（
八
三
四
～
八
四
八
）
に
八
件
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
に
は
一
一
件
も
自
然
災
害
の
伝
承
が
存

在
し
て
い
る
。
貞
観
元
年
は
五
月
か
ら
霖
雨
で
あ
り
、
九
月
な
ど
に
風
雨
除
災
の
た
め
の
奉
幣
が
な
さ
れ
、
同
六
年
に
は
富
士
山
の
噴

火
、
同
七
年
に
木
曽
川
洪
水
、
同
九
年
に
鶴
見
山
（
豊
後
国
）
噴
火
・
阿
蘇
山
の
火
山
活
動
に
よ
る
神
霊
地
の
変
異
、
同
十
年
に
地
震
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が
続
く
た
め
祈
祷
、
同
十
一
年
に
は
貞
観
大
地
震
、
同
十
六
年
に
は
開
聞
岳
（
薩
摩
国
）
噴
火
が
起
き
て
い
る
。
貞
観
十
一
年
五
月
二

十
六
日
の
大
地
震
と
津
波
の
被
害
は
二
一
世
紀
の
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
く
甚
大
な
も
の
で
あ
り
、
翌
月
十
七
日
に
天
皇
は
伊
勢
神
宮

へ
奉
幣
し
、
百
姓
の
農
業
を
壊
滅
さ
せ
た
災
い
が
無
く
な
る
よ
う
祈
り
を
捧
げ
、
二
十
六
日
に
は
服
御
・
常
膳
を
減
ら
す
勅
を
出
し
、

諸
神
へ
の
班
幣
や
三
宝
へ
の
祈
祷
を
行
っ
て
も
効
果
が
出
な
い
の
は
天
皇
の
不
徳
に
責
任
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
貞
観
年
間
の
自
然
災

害
は
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
採
録
し
た
事
例
以
外
に
も
数
多
く
存
在
し（

（1
（

、
霖
雨
・
干
害
・
噴
火
・
地
震
が
各
地
で
頻
発
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
の
九
世
紀
後
半
を
境
と
し
て
古
代
律
令
体
制
は
崩
壊
し
、
天
皇
と
公
卿
（
殿
上
人
）
を
中
核
と
す
る
王
朝
国
家
体
制
へ
と
移
行
す

る
。
そ
れ
に
伴
い
古
代
朝
廷
祭
祀
の
基
軸
で
あ
っ
た
「
神
祇
令
」
祭
祀
は
後
退
し
、
十
世
紀
以
降
に
は
特
定
の
有
力
神
社
へ
の
奉
幣
（
後

の
一
六
社
・
二
二
社
制
）
や
神
社
行
幸
な
ど
の
「
御
願
」
祭
祀
に
朝
廷
祭
儀
の
主
軸
は
移
っ
て
い
く（

（1
（

。
こ
の
国
家
体
制
と
祭
祀
の
変
容
は

九
世
紀
の
自
然
災
害
を
契
機
と
し
、
変
化
し
た
現
実
に
対
応
す
る
た
め
の
適
応
行
為
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か（

（1
（

。
十
世
紀

初
頭
に
は
『
延
喜
式
』
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
古
代
法
典
は
文
化
事
業
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
て（

（1
（

、
あ
り
う
べ
き
古
代
国

家
の
姿
を
記
し
た
も
の
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
実
際
の
十
世
紀
で
は
律
令
時
代
と
し
て
の
「
古
代
」
は
実
質
的
に
終
焉
を
迎
え
て
い
た
の

だ
っ
た
。

　

九
世
紀
の
次
に
自
然
災
害
事
例
が
多
い
の
が
一
二
世
紀
・
一
五
世
紀
で
あ
る
。
こ
の
両
期
に
お
い
て
は
、
武
蔵
国
・
長
幡
部
神
社
が

天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
に
神
流
川
の
洪
水
に
よ
り
社
地
が
流
亡
し
現
社
地
に
遷
座
、
日
向
国
・
霧
嶋
神
社
が
天
永
三
年
の
霧
島
山
噴

火
で
社
殿
・
社
地
を
焼
失
、
備
中
国
・
古
郡
神
社
が
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
の
暴
風
、
周
防
国
・
御
坂
神
社
が
応
仁
元
年
（
一
四
六

七
）
の
佐
波
川
の
洪
水
、
武
蔵
国
・
布
多
天
神
社
が
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
多
摩
川
の
洪
水
、
で
遷
座
す
る
な
ど
、
神

社
の
遷
座
に
つ
な
が
る
自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
。
特
に
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
の
東
海
沖
大
地
震
（
Ｍ
八
・
二
～
八
・
四
）
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で
は
遠
江
・
伊
勢
・
紀
伊
国
の
式
内
社
に
被
災
が
あ
っ
た
が
、
遠
江
国
で
は
浜
名
湖
の
姿
を
大
き
く
変
え
、
角
避
比
古
神
社
は
水
没
し

て
消
滅
、
岐
佐
神
社
と
伊
勢
国
・
小
丹
神
社
は
社
地
を
失
い
遷
座
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
被
災
に
よ
る
遷
座
は
他
の
時
代
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
五
世
紀
に
災
害
事
例
を
多
く
検
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
五
世
紀
前
後
は
人
々
の
生
活
・
生
業
を
大
き
く

変
え
る
よ
う
な
大
き
な
自
然
災
害
が
各
地
に
起
き
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
式
内
社
の
自
然
災
害
伝
承
に
反
映
さ
れ
た
と
見

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
五
世
紀
は
京
都
を
荒
廃
さ
せ
た
応
仁
の
乱
が
起
き
て
お
り
、
古
代
よ
り
続
い
て
き
た
朝
廷
祭
祀
は
例
外

な
く
全
て
中
絶
・
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
式
内
社
は
そ
の
所
在
が
不
明
と
な
る
事
例
が
多
発
す
る
。
朝
廷
祭
祀
の
対
象
が
官
社
と
し

て
「
式
」
に
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
朝
廷
祭
祀
の
中
絶
・
廃
止
は
式
内
社
と
し
て
の
基
本
的
な
存
在
理
由
を
喪
失
さ
せ
る
。
神

社
に
よ
っ
て
は
「
式
」
に
記
載
さ
れ
た
神
名
を
中
世
に
変
更
し
た
事
例
も
多
い
。
そ
れ
は
自
然
環
境
の
変
化
に
伴
う
神
社
信
仰
の
変
化

に
呼
応
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
式
内
社
に
は
論
社
が
複
数
存
在
し
、
中
に
は
現
在
の
研
究
水
準
で
も
比
定
社
を
断
定
で
き
な
い
神
社
も

少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
一
五
世
紀
頃
を
境
と
し
て
式
内
社
の
所
在
が
不
明
と
な
り
、
神
社
名
も
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
き

た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
中
世
以
前
の
あ
り
様
と
近
世
以
後
の
姿
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

原
因
は
政
治
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
災
害
の
発
生
と
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
る
人
間
の
居
住
域
・
生
業
の
変
容

が
原
因
と
想
定
さ
れ
、
神
社
信
仰
も
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
実
に
適
応
し
て
い
く
列
島
の
人
々
の

営
み
を
意
味
し
、
新
た
な
時
代
の
展
開
を
導
い
た
。
た
だ
し
、
朝
廷
祭
祀
や
式
内
社
な
ど
の
古
代
の
遺
産
は
、
既
に
九
世
紀
・
一
二
世

紀
に
も
打
撃
と
変
容
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
五
世
紀
の
自
然
災
害
と
政
治
・
社
会
的
変
化
は
そ
れ
ら
に
対
し
決
定
的
な
打
撃
を
与

え
、
古
代
の
遺
産
は
そ
の
息
の
根
を
止
め
ら
れ
た
、
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
宮
中
祭
祀
は
近
世
中
期
頃
に
復
興
し
、

式
内
社
の
調
査
も
国
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
数
百
年
中
絶
の
あ
っ
た
大
嘗
祭
な
ど
の
宮
中
祭
祀
は
古
義
が
不
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明
と
な
り
再
現
が
不
能
な
部
分
も
存
在
し（

（2
（

、
新
た
な
時
代
に
よ
る
新
た
な
再
生
を
意
味
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
析
結
果
の
要
点
を
俯
瞰
的
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
調
査
対
象
で
あ
る
太
平
洋
岸
・
瀬
戸
内
海
岸
を
中
心
と
す
る
諸
国
の
式
内
社
数
の
総
計
は
一
二
六
五
社
、
何
ら

か
の
自
然
災
害
に
関
わ
る
伝
承
・
記
録
を
持
つ
神
社
は
二
二
六
社
で
あ
り
、
約
一
七
・
八
％
の
式
内
社
が
自
然
災
害
と
関
わ
っ
て
い
た
。

被
災
に
よ
り
遷
座
し
た
神
社
数
は
六
五
社
確
認
で
き
、
災
害
伝
承
を
持
つ
神
社
の
う
ち
約
二
八
・
七
％
が
遷
座
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被

害
を
受
け
た
こ
と
が
解
る
。
自
然
災
害
に
よ
る
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
・
神
社
は
そ
の
居
住
地
・
社
地
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
例
が
あ
り
、
多
く
住
民
と
神
社
は
共
に
移
動
を
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
神
社
が
地
域
住
民
の
生
活
・
生
業
と
密
接
に
関
わ
っ
て
鎮
座
・

経
営
さ
れ
る
例
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
地
域
環
境
の
変
化
は
人
々
の
居
住
・
生
業
を
変
容
さ
せ
、
同
時
に
神
社
の
社
地
も
そ
れ
に
伴

い
移
動
し
、
信
仰
の
あ
り
方
も
変
容
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
伊
勢
国
の
朝
熊
神
社
の
よ
う
に
、
住
民
の
み
が
移
動
し
、
神

社
の
み
は
旧
社
地
に
維
持
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
鼻
節
神
社
の
摂
社
・
大
根
神
社
の
旧
社
地
と
さ
れ
る
海
域
に
お
け
る
祭
祀
・
信
仰
も
現

在
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
神
の
鎮
座
地
と
信
仰
に
深
い
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
津
波
浸
水
域
付
近
に
あ
り
な
が
ら
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
神
社
は
、
い
ず
れ
も
高
地
に
鎮
座
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
過
去
の
被
災
を
受
け
て
高
地
に
鎮
座
し
た
と
す
る
よ
り
も
、
予
め
自
然
災
害
の
及
ば
な
い
よ
う
な
良
い
土
地
を
選
ん
で
社
殿

を
創
建
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
火
山
な
ど
の
自
然
へ
の
崇
敬
心
が
直
接
神
社
の
創
建
に
結
び
つ
い
て
山
頂
な
ど
の
霊
験
が

高
い
地
に
鎮
座
す
る
事
例
も
あ
る
。
基
本
的
に
神
社
は
良
い
土
地
に
鎮
座
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
は
被
災
を
受
け
に
く
い
場
所
で



494「災害・復興と伝統文化の役割に関する学際的研究」報告書

あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
被
災
の
多
発
に
よ
り
遷
座
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
例
や
、
被
災
を
受
け
て
も
同
地
に
再
建
さ
れ
る
事
例
も
少
な

く
な
い
。
遷
座
の
背
景
に
は
、
人
間
の
都
合
以
外
に
自
然
災
害
な
ど
地
域
環
境
の
変
化
も
多
く
存
在
し
、
か
つ
て
は
自
然
災
害
の
起
き

な
か
っ
た
地
に
災
害
が
起
き
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

自
然
災
害
の
事
例
は
九
・
一
二
・
一
五
世
紀
に
多
く
見
い
だ
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
時
期
は
地
形
環
境
の
変
化
が
同
時
代
的
に
広
域
の
範
囲

で
多
発
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い（

（2
（

。
こ
の
三
回
の
画
期
は
国
家
・
社
会
・
政
治
的
に
も
大
き
な
変
容
が
あ
っ
た
。
特
に
九
世
紀
の
貞
観
年

間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
は
富
士
山
噴
火
や
東
北
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
多
発
し
、
一
五
世
紀
で
は
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
東
海
沖
大

地
震
が
あ
っ
た
。
大
き
な
自
然
災
害
は
生
活
環
境
を
大
き
く
変
え
、
居
住
地
・
生
業
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
に

伴
い
神
社
も
移
転
、
中
に
は
完
全
に
廃
絶
し
た
神
社
も
あ
っ
た
（
角
避
比
古
神
社
）。
し
か
し
浜
名
湖
南
部
の
水
没
（
今
切
口
の
形
成
）

が
湖
上
交
通
を
発
達
さ
せ
製
塩
業
の
開
始
を
産
ん
だ
よ
う
に
、
環
境
の
変
化
は
新
た
な
時
代
へ
の
転
換
も
意
味
し
、
生
活
環
境
に
損
害
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
同
時
に
新
た
な
生
業
・
産
業
の
創
造
を
産
み（

（2
（

、
人
々
の
神
社
信
仰
の
様
相
も
新
し
い
生
活
に
伴
っ
て
変
わ
っ
て
い

く（
（2
（

。
一
五
世
紀
頃
を
境
に
所
在
が
不
明
と
な
る
式
内
社
が
多
く
な
っ
た
こ
と
は
、
近
世
中
期
以
降
に
多
く
の
論
社
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た

が
、
神
社
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
人
々
の
信
仰
の
在
り
様
も
変
化
し
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
五
世
紀
以
降
の
自
然
災
害
の
画
期
と
し
て
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
元
禄
地
震
や
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
宝
永
地
震
、
富
士
山
噴
火
な
ど
が
あ
っ
た
一
八
世
紀
、
そ
し
て
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
日
本
大
震
災
が

あ
っ
た
二
一
世
紀
で
あ
ろ
う
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
一
世
紀
の
被
災
に
関
し
て
東
日
本
大
震
災
に
注
力
し
て
い
る
た
め
、
多
く
遺
漏

が
あ
る
。
平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
で
は
式
内
社
阿
蘇
神
社
の
楼
門
・
拝
殿
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
災
を
生
ん
で
お
り
、
二

一
世
紀
の
被
災
事
例
は
増
え
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
過
去
の
事
例
を
勘
案
す
る
に
、
二
一
世
紀
の
大
き
な
自
然
災
害
は
地
域
環
境
を
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変
化
さ
せ
、
人
々
の
生
活
や
意
識
は
現
実
に
適
応
す
る
た
め
に
変
容
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
方
法
の
中
に

は
中
絶
や
変
化
が
起
き
る
事
例
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
未
来
へ
の
展
開
も
生
む
だ
ろ
う
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
全
て

の
式
内
社
と
全
て
の
自
然
災
害
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
未
だ
形
成
途
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
精
度
の
向
上
を

期
待
し
て
本
稿
を
終
え
る
。

註（
１
）		

平
成
二
十
四
年
度 

公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
人
文
科
学
助
成
金
研
究 

研
究
成
果
報
告
集
（
平
成
二
十
六
年
九
月
、
研
究
代
表
者
：
藤
本
頼
生
）。

（
２
）		

註
１
に
同
じ
。

（
３
）		

国
土
地
理
院
提
供
「
二
万
五
千
分
一　

浸
水
範
囲
概
況
図
」（https://w

w
w

.gsi.go.jp/kikaku/kikaku40014.htm
l

）
を
参
照
（
令
和
二
年
二
月
閲

覧
）。

（
４
）		

論
社
は
二
社
あ
り
、
①
宮
城
県
石
巻
市
山
下
町
（
鳥
屋
神
社
）
と
②
宮
城
県
石
巻
市
羽
黒
町
（
羽
黒
山
鳥
屋
神
社
）
で
あ
る
。

（
５
）		

『
東
日
本
大
震
災　

神
社
・
祭
り
―
被
災
の
記
録
と
復
興
―
』
写
真
編
・
資
料
編
、
神
社
新
報
社
、
平
成
二
十
八
年
七
月
。

（
６
）		

論
社
は
三
社
あ
り
、
①
宮
城
県
大
崎
市
古
川
桜
ノ
目
高
谷
地
、
②
宮
城
県
栗
原
市
高
清
水
字
五
輪
、
③
宮
城
県
栗
原
市
志
波
姫
姫
郷
字
八
樟
新
田
、
で

あ
る
。

（
７
）		

論
社
は
三
社
あ
り
、
①
茨
城
県
常
陸
太
田
市
天
神
林
町
（
稲
村
神
社
）、
②
茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
下
野
宮
（
近
津
神
社
〈
下
野
宮
〉）、
③
茨
城
県
桜

川
市
磯
部
（
磯
部
稲
村
神
社
）
で
あ
る
。

（
８
）		

笹
生
衛
「『
常
陸
国
風
土
記
』
と
古
代
の
祭
祀
―
考
古
資
料
か
ら
見
た
鹿
島
神
宮
と
浮
島
の
祭
祀
―
」『
日
本
古
代
の
祭
祀
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
平

成
二
十
四
年
三
月
（
初
出
は
平
成
二
十
二
年
）。

（
９
）		

論
社
は
三
社
あ
り
、
①
山
梨
県
山
梨
市
北
（
大
井
俣
窪
八
幡
神
社
）、
②
山
梨
県
山
梨
市
小
原
西
（
大
井
俣
神
社
）、
③
山
梨
県
甲
府
市
カ
ワ
タ
町
（
二

宮
神
社
）
で
あ
る
。

（
10
）		

論
社
は
七
社
あ
り
、
①
愛
知
県
一
宮
市
小
信
中
島
字
宮
浦
、
②
愛
知
県
一
宮
市
大
和
町
苅
安
賀
字
伝
治
越
、
③
愛
知
県
一
宮
市
富
田
字
北
新
田
、
④
愛
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知
県
一
宮
市
西
五
城
字
起
境
、
⑤
愛
知
県
一
宮
市
浅
井
町
小
日
比
野
字
宮
浦
、
⑥
愛
知
県
稲
沢
市
西
島
本
町
、
⑦
愛
知
県
一
宮
市
東
加
賀
野
井
字
江
東
、

で
あ
る
。

（
11
）		

神
宮
司
庁
編
「
神
宮
・
近
代
史
年
表
」『
神
宮
・
明
治
百
年
史
』
下
巻
、
神
宮
文
庫
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
。

（
12
）		
論
社
は
三
社
あ
る
が
（
①
兵
庫
県
明
石
市
大
蔵
本
町
、
②
兵
庫
県
明
石
市
岬
町
、
③
兵
庫
県
明
石
市
材
木
町
）、
①
と
③
に
干
害
に
関
係
す
る
伝
承
が

確
認
さ
れ
る
。

（
13
）		

論
社
は
二
社
あ
り
、
①
香
川
県
坂
出
市
加
茂
町
（
東
鴨
神
社
）、
②
香
川
県
坂
出
市
加
茂
町
（
西
鴨
神
社
）
で
あ
る
。

（
14
）		

①
宮
崎
県
小
林
市
細
野
（
霧
島
岑
神
社
）、
②
宮
崎
県
都
城
市
高
崎
町
東
霧
島
（
東
霧
島
神
社
）、
③
宮
崎
県
西
諸
県
群
高
原
町
蒲
牟
田
（
霧
島
東
神

社
）、
④
鹿
児
島
県
霧
島
市
霧
島
田
口
（
霧
島
神
宮
）。

（
15
）		

塩
満
都
夫
「
大
穴
持
神
社
」『
鹿
児
島
県
の
地
名
』
芳
即
正
・
五
味
克
夫
監
修
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
四
七
巻
、
平
凡
社
、
平
成
十
年
七
月
。

（
16
）		

岡
田
莊
司
「
天
災
と
祭
り
」『
自
然
災
害
と
復
興
～
先
人
の
叡
智
に
学
ぶ
～
』（
第
一
二
回
伝
統
文
化
セ
ミ
ナ
ー
、
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
）、
同

「
古
代
の
天
皇
祭
祀
と
災
い
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
第
九
号
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
安
田
政
彦
「『
日
本
三
代
実
録
』
の
災
害
記
事
」
安
田
政
彦

編
『
自
然
災
害
と
疾
病
』
竹
林
舎
、
平
成
二
十
九
年
三
月
、
な
ど
。

（
17
）		

岡
田
莊
司
「
王
朝
国
家
祭
祀
と
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
制
」『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
六
年
一
月
（
初
出
は
平
成
二

年
三
月
）。

（
18
）		

千
葉
県
内
小
糸
川
流
域
に
お
い
て
も
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
頃
の
地
形
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
集
落
、
耕
地
・
用
水
系
が
変
化
し
、
古
墳
時
代
以
来
の

祭
祀
の
場
が
解
体
・
変
質
し
た
こ
と
が
笹
生
衛
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
笹
生
衛
「
地
域
の
環
境
変
化
と
祭
祀
」『
神
道
宗
教
』
第
一
九
二
号
、
平

成
十
五
年
十
月
）。

（
19
）		

虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
、
同
「
解
説
」『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』
上
、
集
英
社
、
平
成
十
二
年
五
月
。

（
20
）		

例
え
ば
、
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
三
国
か
ら
調
達
さ
れ
る
「
由
加
物
」
は
中
世
以
降
廃
絶
し
、
大
膳
職
・
造
酒
司
に
よ
る
「
供
神
御
雑
物
」
も
近
世
で
は

そ
の
再
現
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
拙
稿
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
御
饌
供
出
の
構
造
―
「
供
神
御
雑
物
」
及
び
「
由
加
物
」
を
中
心
に
―
」『
神

道
史
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
号
、
令
和
二
年
四
月
）。

（
21
）		

一
〇
世
紀
末
～
一
二
世
紀
に
河
床
と
地
下
水
位
が
低
下
し
て
土
地
が
高
燥
化
す
る
段
丘
化
が
起
き
、
一
四
世
紀
末
～
一
六
世
紀
初
頭
に
築
堤
に
伴
う
天

井
川
の
形
成
が
な
さ
れ
、
両
時
期
に
お
い
て
地
形
環
境
の
変
化
に
伴
い
土
地
利
用
の
方
法
や
開
発
場
所
な
ど
が
変
化
し
た
と
さ
れ
る
（
高
橋
学
「
古
代
末
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以
降
に
お
け
る
地
形
環
境
の
変
貌
と
土
地
開
発
」『
日
本
史
研
究
』
三
八
〇
、
平
成
六
年
四
月
）。

		


ま
た
、
古
代
の
気
象
環
境
に
つ
い
て
、
樹
木
年
輪
セ
ル
ロ
ー
ス
の
年
輪
酸
素
同
位
体
比
デ
ー
タ
（
年
単
位
の
降
水
量
変
動
記
録
）
と
文
献
記
事
と
の
分

析
か
ら
、
八
世
紀
が
安
定
的
で
乾
燥
気
味
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
九
世
紀
後
半
に
不
安
定
化
し
湿
潤
化
す
る
こ
と
（
今
津
勝
紀
「
日
本
古
代
の
気
象
と
王

権
―
九
世
紀
後
半
の
全
般
的
危
機
―
」『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史
三　

先
史
・
古
代
の
気
候
と
社
会
変
化
』
臨
川
書
店
、
令
和
二
年
九
月
）、

同
右
の
降
水
量
変
動
記
録
と
小
櫃
川
・
小
糸
川
流
域
（
東
京
湾
東
岸
）
の
地
形
変
化
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
一
・
二
世
紀
、
九
世
紀
後
半
・
一
〇
世
紀
、

一
五
・
一
六
世
紀
に
大
き
な
画
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
一
〇
世
紀
の
気
候
変
動
と
地
形
変
化
が
中
世
的
景
観
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
笹
生
衛
「
古
代
・
中
世
の
景
観
変
化
と
気
候
変
動
―
東
京
湾
東
岸
に
お
け
る
沖
積
平
野
の
変
遷
を
中
心
に
―
」『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史

四　

気
候
変
動
と
中
世
社
会
』
臨
川
書
店
、
令
和
二
年
九
月
）。

		


九
世
紀
後
半
～
一
二
世
紀
と
一
五
世
紀
に
大
き
な
気
候
変
動
・
地
形
変
化
が
起
き
た
こ
と
は
確
度
が
高
く
、
そ
の
一
定
数
が
災
害
と
し
て
記
録
・
伝
承

さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

（
22
）		

一
〇
世
紀
末
～
一
二
世
紀
に
起
き
た
段
丘
化
（
土
地
の
高
燥
化
）
は
、
従
来
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
も
し
く
は
機
能
を
低
下
さ
せ
、
新
灌
漑
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
必
須
と
な
る
か
も
し
く
は
土
地
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
洪
水
危
険
性
が
低
下
し
、
地
形
環
境
が
安
定
化
し
た
こ
と

に
よ
り
土
地
生
産
性
が
向
上
す
る
な
ど
の
新
た
な
土
地
開
発
（
二
毛
作
な
ど
）
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
（
高
橋
註
二
一
前
掲
論
文
）。
時
代
の
節
目
に
お
け

る
地
形
変
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
も
、
列
島
の
人
々
は
そ
の
中
で
新
た
な
集
落
を
形
成
し
灌
漑
用
水
系
を
再
編
す
る
な
ど
し
て
新
た
な
生
産
形

態
と
景
観
を
生
み
出
し
、
環
境
に
適
応
し
た
信
仰
を
創
出
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
笹
生
註
一
八
・
二
一
前
掲
論
文
）。

（
23
）		

例
え
ば
伊
豆
国
波
布
比
売
命
神
社
が
、
鎮
座
す
る
波
浮
の
地
形
変
化
に
よ
り
火
口
湖
の
鎮
座
神
か
ら
港
湾
の
守
護
神
へ
と
変
化
し
た
事
例
な
ど
参
照
。
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「延喜式内社（太平洋・瀬戸内海岸）自然災害伝承データベース」自然災害伝承年表
年代 災害 国・神社

神武天皇 地震・津波 備中国・神島神社
仲哀天皇7年2月 暴風・豪雨 陸奥国・多珂神社
成務天皇8年 高潮 播磨国・林神社
白雉2年（651）9月 暴風・豪雨・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・滝祭宮
天智天皇7年（668） 高潮 摂津国・阿遅速雄神社
持統朝（690 ～ 697） 高潮 伊予国・伊曾能神社
霊亀3年（717）8月16日 暴風・豪雨・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・度会宮
霊亀年間（715 ～ 717） 洪水：有間川 摂津国・有間神社
養老年間（717 ～ 724） 洪水・津波：海難防除 遠江国・津毛利神社

天平4年（732）夏 干害：祈雨
和泉国・泉穴師神社二座・泉井
上神社・意賀美神社・積川神社
五座・聖神社

天平14年（742） 噴火：霧島山（『続日本紀』天平14年
11月壬子〈11日〉） 日向国・霧嶋神社

天平年間（729 ～ 749） 豪雨・洪水：止雨 讃岐国・鴨神社
天平勝宝元年（749） 豪雨：止雨、落雷 播磨国・荒田神社
天平宝字7年（763） 干害：祈雨（『三備史略』） 備後国・賀武奈備神社
天平宝字8年（764）12月～
天 平 神 護 2 年（766）6 月 己
丑（5日）

噴火：大隅国と薩摩国との堺の海底火
山（『続日本紀』） 大隅国・大穴持神社

神護景雲3年（769）
洪水：鵜沼川・広野河（木曽川）（『続
日本紀』8月甲辰〈9日〉・9月壬申〈8
日〉条）

尾張国・堤治神社

宝亀2年（771）9月 暴風・豪雨・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・滝祭宮

宝亀3年（772）8月6日 暴風・豪雨（『続日本紀』） 伊勢国・伊佐奈岐宮二座・月読
宮二座

延 暦 15 年（796）7 月 辛 亥
（22日）

噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『日本後紀』）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

延暦19年（800）3月14日～
4月18日

噴火：富士山（『日本紀略』延暦19年6
月癸酉〈6日〉） 駿河国・浅間神社

延暦20年（801） 洪水：天竜川 遠江国・猪家神社
弘仁5年（814） 干害：祈雨 備後国・国高依彦神社
弘仁9年（818） 干害：祈雨（『大阪府全志』） 和泉国・積川神社五座

弘仁14年（823）7月4日 干害：祈雨（『日本紀略』） 和泉国・大鳥神社・積川神社五
座

弘仁年間（810 ～ 824） 干害：祈雨 讃岐国・鴨神社
天長2年（825）4月庚辰（7
日）

噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『類聚国史』）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

天長2年（825）4月 洪水 甲斐国・浅間神社
承和3年（836）6月6日 干害：祈雨（『続日本後紀』） 摂津国・垂水神社

承和4年（837） 噴火・地震（『続日本後紀』承和4年4
月戊申〈16日〉条） 陸奥国・温泉神社・温泉石神社
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承和5年（838）7月5日夜 噴火：神津島（『続日本後記』承和7年
9月乙丑〈23日〉条）

伊豆国・物忌奈命神社・阿波神
社・竹麻神社

承和5年8月28日 干害：祈晴、祈雨（『続日本後紀』） 摂津国・垂水神社
承和7年（840）4月29日 干害：祈晴、祈雨（『続日本後紀』） 摂津国・垂水神社
承和7年（840）9月癸巳（21
日）

噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『続日本後紀』）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

承和8年（841）3月己亥（28
日）

噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『続日本後紀』）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

承和9年（842）3月15日 干害：祈晴、祈雨（『続日本後紀』） 摂津国・垂水神社
嘉祥2年（849）4月庚寅（7
日）以前 干害：祈雨（『続日本後紀』） 常陸国・稲村神社

嘉祥2年（849） 洪水：水難防止祈願 甲斐国・大井俣神社
仁寿元年（851）8月 地震 伊豆国・荒木神社

仁寿3年（853）8月28日 暴風・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・伊佐奈岐宮二座・月読
宮二座

貞観元年（860）5月28日 暴風・豪雨・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・滝祭宮

貞観元年（859）9月8日 霖雨：風雨除災（『日本三代実録』）

和泉国・大鳥神社、摂津国・大
依羅神社四座・難波坐生国咲国
魂神社二座・新屋坐天照御魂神
社三座・垂水神社・名次神社・
生田神社

貞観6年（864）5月～ 7月 噴火：富士山（『日本三代実録』） 甲斐国・浅間神社、駿河国・浅
間神社

貞観6年（864）10月3日夜
噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『日本三代実録』貞観6年
12月26日条、翌2月10、14、17日条）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

貞観7年（865） 洪水：鵜沼川・広野河（木曽川）（『日
本三代実録』12月27日条） 尾張国・堤治神社

貞観9年（867）正月20日よ
り3日間

地震：鶴見山（『日本三代実録』2月26
日条） 豊後国・火男火売神社

貞観9年（867）5月11日夜
噴火：火山活動による旱・沸騰・疫
病・山崩れ（『日本三代実録』貞観9年
8月6、8日条、同10年閏12月21日条）

肥後国・健磐竜命神社・阿蘇比
咩神社・国造神社

貞 観 10 年（868） 閏 12 月 10
日

地震祈祷、干害風雨除災（『日本三代実
録』）

摂津国・広田神社・生田神社・
長田神社

貞観11年（869）5月 貞観大地震・除災祈願 陸奥国・鼻節神社摂社大根神
社、伊勢国・大神宮

貞観15年（873）8月13日 暴風・豪雨・洪水（『太神宮諸雑事記』） 伊勢国・度会宮
貞観16年（874）3月4日 噴火：開聞岳（『日本三代実録』） 薩摩国・枚聞神社

元慶元年（877）6月14日 干害：祈雨（『日本三代実録』） 摂津国・大依羅神社四座・垂水
神社・広田神社・長田神社

元慶3年（879） 地震 相模国・阿夫利神社
元慶8年（884）6月 干害：祈雨 和泉国・意賀美神社
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仁和元年（885）7月12日・
8月11日 噴火：開聞岳（『日本三代実録』） 薩摩国・枚聞神社

仁和4年（888）4月～ 5月 干害：祈雨 讃 岐 国・ 城 山 神 社（『 菅 家 文
草』・『菅家御伝記』）

延喜16年（916） 洪水：蒼社川 伊予国・大須伎神社
延喜22年（922） 干害：祈雨 播磨国・林神社
天慶2年（939）7月8日 干害：祈雨（『本朝世紀』） 摂津国・坐摩神社
応和2年（962） 干害：祈雨 讃岐国・水主神社
応和3年（963）7月15日 干害：祈雨（『日本紀略』） 摂津国・坐摩神社・生田神社
長保5年（1003）8月28日 暴風・豪雨・洪水（『類聚付宣抄』） 伊勢国・大神宮
寛弘8年（1011） 洪水：蒼社川 伊予国・大須伎神社
長暦年間（1037～1040）以後 干害 讃岐国・神野神社
長久元年（1040）7月26日 暴風・豪雨・洪水（『百錬抄』） 伊勢国・度会宮

永保2年（1082） 暴風・豪雨・洪水：櫛田川 伊勢国・奈奈美神社・意非多神
社

寛治6年（1092）8月4日 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・大神宮
寛治8年（1094）8月 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・度会宮
承徳元年（1097） 洪水 摂津国・公智神社
天永元年（1110） 洪水：神流川 武蔵国・長幡部神社
天永3年（1112）2月3日 噴火：霧島山 日向国・霧島神社

天永3年（1112） 噴火：大島（『中右記』天永3年11月
27日条） 伊豆国・阿治古神社カ

天永4年（1113）8月 暴風・豪雨・洪水（『殿暦』） 伊勢国・大神宮
永久2年（1114）8月 暴風・豪雨（『中右記』） 伊勢国・荒祭宮・月読宮二座

大治3年（1128） 洪水：堤防守護 伊勢国・志等美神社・大川内神
社

久安5年（1149）6月 暴風・豪雨・洪水（『園大暦』） 伊勢国・度会宮
仁平元（1151）年3月 暴風・豪雨・洪水（『本朝世紀』） 伊勢国・度会宮

文治3年（1187）7月 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・大神宮・荒祭宮・月読
宮二座

建久2年（1191）2月 暴風 常陸国・鹿島神宮神宮寺
建久6年（1195）9月 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・大神宮
正治元（1199）9月 暴風・豪雨・洪水（『類聚大補任』） 伊勢国・度会宮
承久2年（1220） 洪水：蒼社川 伊予国・大須伎神社
保安2年（1121）8月25日 暴風・豪雨・洪水（『神宮雑例集』） 伊勢国・度会宮
保安4年（1123）8月22日 暴風・豪雨・洪水（『神宮雑例集』） 伊勢国・度会宮
久安5年（1149）6月 暴風・豪雨（『園大暦』） 伊勢国・高宮
仁平元年（1151）3月 暴風・豪雨（『本朝世紀』） 伊勢国・高宮
建仁3年（1203）7月 暴風・豪雨・洪水（『業資王記』） 伊勢国・大神宮
寛喜2年（1230）9月 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・度会宮
文暦元年（1234）12月28日 噴火：霧島山 日向国・霧島神社

仁治3年（1242）7月 暴風・豪雨・洪水（『仁治3年内宮仮殿
遷宮記』） 伊勢国・大神宮・度会宮
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寛元年間（1243 ～ 1247） 干害：祈雨 播磨国・高岳神社
弘安7年（1284）6月 暴風・豪雨・洪水（『康富記』） 伊勢国・度会宮・高宮
弘安10年（1287）正月 暴風・豪雨・洪水（『勘仲記』） 伊勢国・月読宮二座
弘安10年（1287）12月 暴風・豪雨・洪水（『伏見院御記』） 伊勢国・度会宮
正平4年（1349）8月 暴風・豪雨・洪水（『師守記』） 伊勢国・度会宮

正平16年（1361）6月24日 地震：摂津・大和・紀伊・阿波・山城
諸国の大地震（M8.25～8.5）（『愚管記』） 紀伊国・熊野坐神社

文中3年（1374）9月 暴風・豪雨・洪水（『康暦二年外宮遷宮
記』） 伊勢国・度会宮

応永14年（1408） 紀伊・伊勢地震（M7 ～ 8）（『校定年代
記』） 紀伊国・熊野坐神社

応永27年（1420）9月 暴風・豪雨・洪水（『南方紀伝』） 伊勢国・大神宮

応永年間（1394 ～ 1428） 洪水 伊豆国・国玉命神社、伊勢国・
朝熊神社

応永年間（1394 ～ 1428） 干害：祈雨 摂津国・赤留比売命神社
正長元年（1428） 暴風・豪雨 備中国・古郡神社
正長元年（1428） 洪水：蒼社川 伊予国・大須伎神社
永享12年（1440）8月 暴風・豪雨・洪水（『氏経卿引付』） 伊勢国・月読宮二座
宝徳2年（1450）8月 暴風・豪雨・洪水（『氏経神事記』） 伊勢国・大神宮
康正元年（1456）12月 地震（『熊野年代記』） 紀伊国・熊野坐神社
寛正6年（1465）7月 暴風・豪雨・洪水 伊勢国・大神宮
文正元年（1466）12月 地震・祈祷 筑前国・竈門神社
応仁元年（1467）2月 暴風・豪雨・洪水（『氏経神事記』） 伊勢国・大神宮
応仁元年（1467） 洪水 周防国・御坂神社
文明元年（1469）2月 暴風・豪雨・洪水（『氏経神事記』） 伊勢国・大神宮
文明6年（1474）6月 干害：祈雨 播磨国・伊和都比売神社
文明9年（1477）7月 暴風・豪雨・洪水（『氏経神事記』） 伊勢国・大神宮
文明16年（1484）7月 暴風・豪雨・洪水（『氏経神事記』） 伊勢国・大神宮

文明年間（1469 ～ 1487） 洪水：多摩川（『江戸名所図会』、『新編
武蔵風土記稿』） 武蔵国・布多天神社

明応元年（1492）8月 暴風・豪雨・洪水（『守朝長官引付』） 伊勢国・大神宮
明応4年（1495）8月 暴風・豪雨・洪水（『内宮子良館記』） 伊勢国・大神宮

明応7年（1498）8月 洪水・地震・津波：東海沖大地震
（M8.2 ～ 8 .4）

遠江国・大神神社・角避比古神
社・岐佐神社、伊勢国・大神宮

（『実隆卿記』『内宮子良館記』）
度会宮・高宮（『外宮子良館日
録抜書』）、小丹神社、紀伊国・
熊野坐神社（『校定年代記』）

天文2年（1533）9月 暴風・豪雨・洪水 阿波国・伊射奈美神社
天文9年（1540）8月11日 暴風・豪雨 陸奥国・伊佐須美神社

天文9年（1540）以後 洪水：仁淀川 土佐国・天石門別安国玉主天神
社

天文13年（1544） 洪水：河津川 伊豆国・杉桙別命神社
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永禄元年（1558） 干害：祈雨（『福山志料』） 備後国・賀武奈備神社
天正3年（1575）6月 干害：祈雨（『太山寺文書』） 播磨国・伊和都比売神社
天正14年（1586） 洪水：木曽川 尾張国・川嶋神社
天正18年（1590）秋 暴風・豪雨・洪水（『外宮引付』） 伊勢国・度会宮
天正年間（1573 ～ 1592） 洪水：荒川 甲斐国・笠屋神社
文禄4年（1595） 洪水 伊予国・伊曾乃神社
慶長9年（1604） 暴風・豪雨・津波 阿波国・和奈佐意富曾神社
慶長9年（1605）2月5日 慶長地震（M7.9） 安房国・高家神社
元和6年（1620） 洪水 周防国・御坂神社
元和年間（1615 ～ 1624） 暴風・豪雨 摂津国・楯原神社
寛永3年（1626） 干害：祈雨（『福山志料』） 備後国・賀武奈備神社
寛永12年（1635）8月 暴風・豪雨・洪水（『宮中物語』） 伊勢国・度会宮
寛永20年（1643）8月 暴風・豪雨・洪水（『続史愚抄』） 伊勢国・高宮
寛永21年（1644）7月 暴風・豪雨・洪水（『続史愚抄』） 伊勢国・度会宮・高宮
寛永年間（1624 ～ 1644） 干害：祈雨 和泉国・意賀美神社
寛永年中（1624 ～ 45） 洪水：物部川 土佐国・深淵神社
正保4年（1647） 落雷 讃岐国・雲気神社
承応3年（1654）9月 洪水：酒勾川 相模国・寒田神社

万治3年（1660）7・9月 暴風・豪雨・洪水（『司家引付』、『氏富
記』） 伊勢国・大神宮・荒祭宮

寛文2年（1662）9月20日未
明

大震・津波（M7.6、津波4 ～ 5mと想
定） 日向国・江田神社

寛文3年（1663） 干害：祈雨（『福山志料』） 備後国・賀武奈備神社
寛文6年（1666） 洪水：大江川 尾張国・爾波神社
寛文11年（1671）8月27日 洪水：狩野川「亥の満水」 伊豆国・荒木神社
元禄14年（1701） 干害：祈雨 伊予国・佐佐久神社
元禄16年（1703）11月23日
未明 地震：元禄地震（M7.9 ～ 8 .2） 安房国・莫越山神社

元禄16年（1703） 噴火・津波：三原山 伊豆国・波布比売命神社
宝永2年（1705） 地震 伊予国・湯神社

宝永4年（1707）10月4日 地震：南海トラフを震源とする宝永地
震（M8.6 ～ 9）

駿河国・草薙神社、伊予国・湯
神社土佐国・賀茂神社

宝永4年（1707）11月23日～
12月8日（9日） 噴火：富士山、祈祷

相模国・川勾神社、駿河国・浅
間神社、伊勢国・大神宮（『守
相記』、『長官守雅家牒』）

宝永年間（1704 ～ 1711） 地震 阿波国・忌部神社
正徳2年（1712）頃 暴風・豪雨・高潮 伊勢国・粟皇子神社
正徳3年（1713）3月 豪雨：止雨（『揖保郡地誌』） 播磨国・中臣印達神社
正徳5年（1715）以前 暴風 摂津国・名次神社
享保元年（1716）9月 噴火：霧島山 日向国・霧島神社

亨保8年（1723）春 豪雨：止雨 陸奥国・理訓許段神社・登奈孝
志神社・衣太手神社
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享保13年（1728）9月 洪水：八塔寺川 備前国・神根神社
元文3年（1738） 落雷 壱岐島・住吉神社

宝暦年間（1751 ～ 1764） 津波 伊豆国・長浜神社の鍵取りで
あった住本寺

明和4年（1767） 洪水：矢田川 尾張国・高牟神社
明和年間（1764 ～ 1772） 干害 駿河国・池田神社
安永2年（1773）6月 暴風・豪雨・洪水（『常倚卿日次』） 伊勢国・度会宮
安永8年（1779）7月・8月 洪水：庄内川・矢田川 尾張国・太乃伎神社
安永9年（1780） 暴風・豪雨 相模国・川勾神社
寛政3年（1791）8月・9月 暴風・豪雨・高潮 武蔵国・磐井神社
天明6年（1786）9月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』） 伊勢国・大神宮
天明年間（1781 ～ 1789） 洪水：矢作川 三河国・糟目神社

寛政3年（1791）8月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』、
『栄彦卿日次』） 伊勢国・度会宮

寛政3年（1791）9月 噴火：桜島、 大隅国・宮浦神社

寛政4年（1792）7月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』、
『栄彦卿日次』） 伊勢国・度会宮

寛政11年（1799）8月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』） 伊勢国・大神宮
文化元年（1804） 暴風・豪雨 遠江国・猪鼻湖神社
文化5年（1808）7月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』） 伊勢国・大神宮・荒祭宮
文化6年（1809）7月 暴風・豪雨・洪水（『経高長官日次記』） 伊勢国・大神宮・月読宮二座
文化8年（1811） 噴火：雄山 伊豆国・片菅命神社カ
文政3年（1820）9月 暴風・豪雨：台風 陸奥国・鹿嶋御子神社
文政6年（1823） 干害：祈雨 伊予国・多伎神社

文政9年（1826） 干害：祈雨（画師津田雲渓筆「雨乞祭
礼図絵馬」〈夜疑神社蔵〉） 和泉国・夜疑神社

文政12年（1829）8月 暴風・豪雨・洪水（『守訓長官日次』） 伊勢国・大神宮
天保2年（1831） 干害：祈雨 伊予国・多伎神社
天保7年（1836）8月 暴風・豪雨・洪水（『守訓長官日次』） 伊勢国・大神宮
天保8年（1837）8月 暴風・豪雨・洪水（『守訓長官日次』） 伊勢国・大神宮
嘉永元年（1848）8月 暴風・豪雨・洪水（『長官守雅家牒』） 伊勢国・月読宮
嘉永3年（1850）7月 暴風・豪雨・洪水（『朝喬卿日次』） 伊勢国・高宮
嘉永5年（1852） 干害：祈雨 伊予国・多伎神社
嘉永6年（1853） 干害：祈雨 伊予国・多伎神社

嘉永7年（1854）11月4日 地震（M8）・津波、祈祷
伊豆国・稲宮命神社、伊勢国・
大神宮（『守相記』、『長官守雅
家牒』）

嘉永元年（1848）8月 暴風・豪雨・洪水（『長官守雅家牒』） 伊勢国・大神宮
寛 永 6 年（1853）7 月 9 日 ～
11日 干害：祈雨 陸奥国・鹿嶋天足別神社

安政元年（1854）11月 地震 伊予国・湯神社土佐国・賀茂神
社
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安政6年（1859）6月24日 洪水：狩野川「未の荒れ」 伊豆国・荒木神社
文久元年（1861） 干害：祈雨 備前国・宗形神社
元治元年（1864）5月23日 干害：祈雨 陸奥国・鹿嶋天足別神社

慶應2年（1866）8月 暴風・豪雨・洪水（『守重長官日記』、
『常庸卿当用録』） 伊勢国・大神宮・度会宮

明治3年（1870） 暴風・豪雨 和泉国・泉井上神社

明治7年（1874）7月3日 噴火：雄山
伊豆国・佐伎多麻比咩命神社・
波夜志命神社・片菅命神社カ・
加弥命神社

明治10年（1877）10月 暴風・豪雨・洪水（『祭典課日誌』） 伊勢国・大神宮・度会宮
明治17年（1884）8月 暴風・豪雨 播磨国・兵主神社
明治19年（1886） 暴風 播磨国・大津乃命神社
明治22年（1889） 洪水：熊野川 紀伊国・熊野坐神社
明治25年（1892）7月 洪水：物部川 土佐国・深淵神社
明治29年（1896） 暴風・豪雨 伊勢国・桑名神社二座
明治37年（1904）7月 洪水：天竜川 遠江国・子倉神社
明治40（1907）8月23日 洪水：茨木川 摂津国・佐和良義神社
明治43年（1910） 洪水：福川 武蔵国・楡山神社
明治44年（1911）6月 暴風・豪雨・洪水（『神宮年表』） 伊勢国・大神宮・度会宮
明治期（1868 ～ 1912） 洪水：貞光川 阿波国・八十子神社
大正元年（1912）以前 洪水：吉野川 阿波国・天佐自能和気神社
大正3年（1914）8月13日 暴風・豪雨 相模国・寒田神社

大正7年（1918）9月 暴風・豪雨・洪水（『明治以降神宮史類
聚（稿本）』） 伊勢国・大神宮

大正10年（1921）9月 暴風・豪雨・洪水（『明治以降神宮史類
聚（稿本）』） 伊勢国・度会宮

大正12年（1923）9月1日 関東大震災 安房国・莫越山神社、相模国・
宇都母知神社・石楯尾神社

昭和元年（1926）頃 洪水：貞光川 阿波国・八十子神社

昭和9年（1934）9月21日 暴風・豪雨：室戸台風 和泉国・高石神社、淡路国・笶
原神社

昭和19年（1944） 落雷 陸奥国・益多嶺神社

昭和19年（1944）12月 地震：東南海大地震（M7.9）（『杉谷氏
記録』）

遠江国・山名神社、伊勢国・荒
祭宮・度会宮

昭和20年（1945） 暴風・豪雨 筑前国・竈門神社

昭和21年（1946）12月 地震：南海大地震 阿波国・賀志波比売神社、伊予
国・湯神社

昭和23年（1948） 暴風・豪雨：アイオン台風 陸奥国・石神山精神社・飯豊神
社、淡路国・伊勢久留麻神社

昭和24年（1949）9月 暴風・豪雨 備前国・国神社

昭和25年（1950）9月 暴風・豪雨：ジェーン台風 摂津国・難波坐生国咲国魂神社
二座
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昭和33年（1958）9月26日 洪水：狩野川、狩野川台風 伊豆国・荒木神社・軽野神社

昭和34年（1959）9月 暴風・豪雨：伊勢湾台風

尾張国・太乃伎神社、伊勢国・
大神宮・度会宮（『神宮・明治
百年史』下巻）桑名神社二座、
播磨国・家島神社

昭和36年（1961）9月 暴風・豪雨：第2室戸台風 播磨国・家島神社
昭和38年（1963） 暴風・豪雨 播磨国・荒田神社

昭和40年（1965） 暴風・豪雨 播磨国・坂合神社、淡路国・由
良湊神社

昭和49年（1974）以前 暴風・豪雨 備後国・天別豊姫神社

昭和50年（1975） 暴風・豪雨：台風5号、洪水：仁淀川 甲斐国・桙衝神社、土佐国・天
石門別安国玉主天神社

昭和53年（1978） 洪水：貞光川 阿波国・八十子神社
昭和末期頃 落雷 伊予国・多伎神社
平成17年（2005） 地震（震度6弱） 陸奥国・伊去波夜和気命神社

平成23年（2011）3月11日 東日本大震災

陸奥国・多加神社・志波彦神
社・石神山精神社・飯豊神社・
芻野神社・零羊崎神社・香取伊
豆乃御子神社・伊去波夜和気命
神社・拝幣志神社・鳥屋神社・
大嶋神社・鹿嶋御児神社・石神
社遥拝所葉山神社・冠嶺神社・
御刀神社・鹿嶋御子神社・益多
嶺神社・伊佐須美神社・理訓許
段神社・登奈孝志神社・衣太手
神社・配志和神社、常陸国・大
洗磯前薬師菩薩明神社・酒烈磯
前薬師菩薩神社・佐波波地祇社

・年代が特定されている災害伝承のみを記し、年代不明の災害伝承は除外している。
・災害記録の出典があるものは明記した。近世以前の出典のないものは社伝・伝承に基づくものである。


